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事
業
承
継
ガ
イ
ド

中
小
企
業

経
営
者
の
た
め
の

中小企業経営者のための

事業承継ガイド

会
社
の
事
業
を

円
滑
に
後
継
者
に
引
継
ぐ
こ
と

事業承継

事業承継への
取り組みが計画的に
行われると…
●早期に後継者を決めることが
　できる。

●後継者育成のための充分な
　準備期間を設けることができる。

●後継者に自社の魅力を伝える
　ことができる。

●十分な生前贈与や遺言の作成が
　行われ、後継者に事業用資産の
　集中ができる。

●後継者が従業員や取引先との
　友好な関係を築きやすい。

●承継後の経営が安定するように、
　事業を磨き上げることができる。

●親族内に後継者がいない場合も、
　社外に後継者を探すことができる。

事
業
承
継
後
の
経
営
の
安
定
や
発
展
ま
で
見
据
え
て
準
備
す
る
に
は
、

5
年
か
ら
10
年
の
時
間
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、経
営
者
が
知
っ
て
お
き
た
い
事
業
承
継
の
基
礎
知
識
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

CONTENTS

事業承継でよくある失敗例
経営者が引退しようとしないため、後継者への
社長交代が遅れた。
後継者が先代経営者から無理やり社長に就
任させられたため、意欲が乏しい。
後継者の人望が乏しく、リーダーシップが発揮さ
れないため、従業員が顧客を引っ張って独立し
てしまった。
会長が実権を握り、社長への経営移譲が進ま
なかった。
経営者が事業承継の取り組みを行わないまま
健康を害し、判断能力が低下したため、事業
の継続すら危ぶまれる事態に陥った。
後継者に事業用資産の集中ができなかった。
自社の魅力を後継者に承継できず、取引先と
の友好な関係を築けなかった。
経営者が後継者と想定していた子どもが全く別
の職業を選んだため、後継者探しが
難航した。

決して業績は悪くなかったが、
後継者が見つからず、
廃業に追い込まれた。

事業承継ストーリー

建築業 クスノキ ［中津市］

地域の女性の美を
守り続ける親族内承継 美容室 風の音 ［津久見市］

飛躍し、将来の後継者も
育てる親族内承継 国見水産有限会社 ［国東市］

双方の意向を尊重して
実現した第三者承継 株式会社おきおか ［大分市］

漁村の地域資源と
雇用を守る第三者承継

株式会社漁村女性グループめばる ［佐伯市］

地域唯一のＧＳ存続をかけた
第三者承継

“顔が見える”サービスで地元シェア１００％に挑戦！

変化を掴み地元ニーズに
応える親族内承継 えとう印刷 ［竹田市］

時代とともに進化するための
親族内承継 旅館 梅乃屋(株式会社あま乃) ［豊後高田市］

想いを次世代へ
受け継ぐための親族内承継 株式会社なかの家 ［豊後大野市］

◆親族内承継

◆第三者承継

第2回 アトツギ甲子園ファイナリスト

事業承継／事業承継の分類／事業承継に向けた準備

大分県事業承継・引継ぎ支援センター
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建築一家の歴史をつなぐ
親族内承継

沓掛陽洸さん 株式会社パナポートクツカケ 専務取締役
［豊後大野市］

　
事
業
承
継
と
は
会
社
の

事
業
を
円
滑
に
後
継
者
へ
引

継
ぐ
こ
と
で
す
が
、
近
年
、

中
小
企
業
の
廃
業
件
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
必

ず
し
も
業
績
の
悪
化
か
ら

だ
け
で
は
な
く
、
後
継
者
の

不
在
に
よ
っ
て
廃
業
を
選
択

せ
ざ
る
を
得
な
い
企
業
が
多

い
の
も
事
実
で
す
。
経
営
者

の
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、

今
後
多
く
の
中
小
企
業
が

事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

迎
え
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

特
に
60
歳
以
上
の
中
小
企

業
の
経
営
者
は
事
業
承
継

に
向
け
た
早
急
な
取
り
組

み
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
円
滑
な
事
業
承
継
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
経
営
者

自
ら
が
早
期
に
計
画
を
立

て
、
準
備
に
着
手
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
自
身
の
子
ど

も
や
親
族
を
後
継
者
に
す

る
の
が
困
難
な
場
合
、
役

員
・
従
業
員
へ
の
承
継
の
ほ

か
、
株
式
譲
渡
や
事
業
譲
渡

等
に
よ
る
承
継
も
増
え
て
い

ま
す
。
事
業
承
継
の
準
備
に

は
、
後
継
者
の
育
成
期
間
を

含
め
れ
ば
５
年
〜
10
年
程

度
必
要
と
な
る
の
で
、
経
営

者
は
十
分
な
準
備
期
間
を

設
け
、
専
門
機
関
に
相
談
し

な
が
ら
、
着
実
に
事
業
承
継

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

事業承継は、企業がこれまで培ってきたさまざま
な財産（人・物・金・知的財産）を円滑に引継ぐこ
とです。
それは企業の、そして日本経済・社会の持続的な
発展のためにも必要不可欠な取り組みです。
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後
継
者
に
承
継
す
べ
き
経
営
資
源

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、「
人
」「
資

産
」「
知
的
資
産
」の
３
要
素
に
大
別

さ
れ
ま
す（
下
図
参
照
）。各
経
営
資

源
を
適
切
に
後
継
者
に
承
継
し
て
い

く
取
り
組
み
と
、「
事
業
」そ
の
も
の

を「
承
継
」す
る
取
り
組
み
を
中
心
に

課
題
を
明
確
に
す
れ
ば
、日
々
の
事

業
運
営
の
中
で
取
り
組
め
る
も
の
も

多
い
で
す
。そ
し
て
、十
分
な
準
備
期

間
を
も
っ
て
進
め
る
こ
と
が
、円
滑
な

事
業
承
継
に
は
不
可
欠
で
す
。

事
業
承
継
の
構
成
要
素

人
経営権

資産
株式

事業用資産
資金

知的資産
経営理念
技術や技能
信用・人脈
特許など

　
現
経
営
者
の
子
ど
も
を
は
じ
め
と

し
た
親
族
に
承
継
さ
せ
る
方
法
。「
内

外
の
関
係
者
か
ら
心
情
的
に
受
け
入

れ
ら
れ
や
す
い
」、「
後
継
者
の
早
期

決
定
に
よ
り
長
期
の
準
備
期
間
が
確

保
し
や
す
い
」、「
相
続
等
に
よ
り
財

産
や
株
式
を
後
継
者
に
移
転
で
き
る

た
め
所
有
と
経
営
の
一
体
的
な
承
継

が
期
待
で
き
る
」と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　　
親
族
以
外
の
役
員
・
従
業
員
に
承

継
す
る
方
法
。「
経
営
者
と
し
て
の
能

力
の
あ
る
人
材
を
見
極
め
て
承
継
が

で
き
る
」、「
長
年
働
い
て
き
た
従
業

員
で
あ
れ
ば
経
営
方
針
等
一
貫
性
を

保
ち
や
す
い
」と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　
株
式
譲
渡
や
事
業
譲
渡
等
に
よ
り

承
継
を
行
う
方
法
。
親
族
や
社
内
に

適
任
者
が
い
な
い
場
合
で
も
、「
広
く

候
補
者
を
外
部
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
」、「
現
経
営
者
は
会
社
売
却
の

利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

人
の
承
継
と
は
、後
継
者
へ
の
経
営
権
の
承

継
を
指
し
ま
す
。会
社
形
態
で
あ
れ
ば
代

表
取
締
役
の
交
代
、個
人
事
業
主
で
あ
れ

ば
現
経
営
者
の
廃
業
・
後
継
者
の
開
業
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
の
承
継

知
的
資
産
と
は
、従
来
の
貸
借
対
照
表
上

に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
産
以
外
の
無
形
の

資
産
を
指
し
ま
す
。具
体
的
に
は
、人
材
、技

術
、技
能
、知
的
財
産（
特
許
・
ブ
ラ
ン
ド
な

ど
）、組
織
力
、経
営
理
念
、顧
客
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
、財
務
諸
表
に
は
表
れ
て
こ

な
い
目
に
見
え
に
く
い
経
営
資
源
の
こ
と
で

す
。こ
れ
ら
の
知
的
資
産
こ
そ
が
会
社
の

「
強
み
」・「
価
値
の
源
泉
」で
あ
る
こ
と
か

ら
、知
的
資
産
を
次
の
世
代
に
承
継
す
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、そ
の
企
業
は
競
争
力

を
失
い
、将
来
的
に
は
事
業
の
継
続
す
ら
危

ぶ
ま
れ
る
事
態
に
陥
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。そ
こ
で
、事
業
承
継
に
際
し
て
は
、自

社
の
強
み・
価
値
の
源
泉
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
を
現
経
営
者
が
理
解
し
、こ
れ
を
後
継
者

に
承
継
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
極
め
て

重
要
で
す
。必
要
に
応
じ
て
、専
門
家
の
支

援
を
受
け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

知
的
資
産
の
承
継

資
産
の
承
継

資
産
の
承
継
と
は
、事
業
を
行
う
た
め
に

必
要
な
資
産
の
承
継
を
指
し
ま
す
。会
社

形
態
で
あ
れ
ば
、会
社
保
有
の
株
式
の
承

継
が
基
本
と
な
り
ま
す
。ま
た
、個
人
事
業

主
の
場
合
は
、機
械
設
備
や
不
動
産
等
の

事
業
用
資
産
を
現
経
営
者
個
人
が
所
有
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、個
々
の
資
産
を

承
継
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

親
族
内
承
継

役
員
・
従
業
員
承
継

社
外
へ
の
引
継
ぎ

（
Ｍ
＆
Ａ
等
）

事
業
承
継
に
向
け
た
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
の
進
め
方

経
営
者
交
代
後
の
新
た
な
取
り
組
み 

《
ポ
ス
ト
事
業
承
継
》

事業承継に向けた準備の必要性の認識

経営状況・経営課題等の把握《見える化》

事業承継に向けた経営改善《磨き上げ》

事業承継計画策定 マッチング実施

事業承継の実行 M&A等の実行

親族内・従業員承継 社外への引継ぎ

事業承継に向けたステップ

プ
レ
承
継

ポスト事業承継（成長・発展）

　
ど
の
よ
う
な
経
営
者
で

あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
事
業
承

継
に
向
け
た
準
備
の
必
要
性
・
重
要

性
を
し
っ
か
り
認
識
し
な
け
れ
ば
、

準
備
に
着
手
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
経
営
者
が
概
ね
60
歳
に
達
し
た

頃
に
は
事
業
承
継
の
準
備
に
取
り
掛

か
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
経
営
者
が
60
歳
を
過
ぎ
て
い
る

場
合
は
、
す
ぐ
に
で
も
身
近
な
商
工

会
・
商
工
会
議
所
や
専
門
家
、
金
融

機
関
等
の
支
援
機
関
に
相
談
し
、
早

め
の
着
手
が
肝
要
で
す
。

　
円
滑
な
事
業
承
継
の
プ
ロ

セ
ス
は
、
経
営
状
況
や
経
営

課
題
、
経
営
資
源
等
を「
見
え
る
化
」

し
、
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
も
と

に
、
現
在
の
事
業
が
ど
れ
く
ら
い
持

続
し
成
長
す
る
の
か
、
商
品
力
・
開

発
力
の
有
無
は
ど
う
な
の
か
、
利
益

を
確
保
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か

等
を
再
度
見
直
し
て
、
自
社
の
強
み

を
伸
ば
し
、
弱
み
を
改
善
す
る
た
め

の
方
法
を
見
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
近
年
の
親
族
内
承
継
の

減
少
の
背
景
に
は
、
親
族
内

の
後
継
者
候
補
が
事
業
の
将
来
に
つ

い
て
懐
疑
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か

ら
も
、
事
業
承
継
に
向
け
た
経
営
改

善「
磨
き
上
げ
」を
行
い
、
後
継
者
候

補
が
後
を
継
ぎ
た
く
な
る
よ
う
な
経

営
状
況
ま
で
引
き
上
げ
て
お
く
こ
と

や
、
魅
力
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
事
業

の
磨
き
上
げ
を
効
率
的
に
進
め
る
た

め
に
は
、
士
業
等
の
専
門
家
や
支
援

機
関
等
の
助
言
を
得
る
こ
と
も
有
益

で
す
。

　
親
族
内
承
継
・
従
業
員
承

継
の
場
合
に
は
、
後
継
者
と

と
も
に
事
業
計
画
や
資
産
の
移
行
計

画
を
含
む
事
業
承
継
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
一
方
、
社
外
へ
の
引
継
ぎ
を
行

う
場
合
に
は
、
引
継
ぎ
先
を
選
定
す

る
た
め
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
ま

す
。

　
親
族
内
承
継
・
従
業
員
承

継
の
場
合
に
は
、
事
業
承
継

を
実
行
に
移
し
ま
す
。
社
外
へ
の
引
継

ぎ
を
行
う
た
め
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ

た
場
合
は
、
合
意
に
至
れ
ば
Ｍ
＆
Ａ

等
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
社
会
経
済
が
大
き
く
変
化
す
る
昨

今
の
状
況
下
に
お
い
て
は
、
先
代
が
営

ん
で
来
た
事
業
を
そ
の
ま
ま
の
形
で

承
継
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
、

必
ず
し
も
正
し
い
承
継
方
法
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
経
営
者
交
代
後
に
、
後

継
者
が
新
た
な
視
点
を
も
っ
て
従
来

の
事
業
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、

企
業
が
新
た
な
成
長
ス
テ
ー
ジ
へ
と

進
む
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、
事
業
承
継
を
機
に
、
先
代
経
営

者
が
行
っ
て
き
た
既
存
の
事
業
を
活

か
し
つ
つ
、
自
社
の
知
的
資
産
や
事
業

環
境
を
踏
ま
え
て
、新
分
野
に
進
出

し
た
上
で
の
承
継
と
い
う
新
た
な
形

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
事
業

再
編
を
図
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
強
い
企

業
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
事
例
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
効
果
的
に

行
う
た
め
に
は
、
事
業
承
継
前
に
中

長
期
目
標
を
定
め
る
過
程
で
、
事
業

承
継
後
の
取
り
組
み
＝
ポ
ス
ト
事
業

承
継
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

STEP1

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

STEP 5

STEP2

STEP3

STEP4STEP5

経営者引退

事業を継続する

親族内承継親族外承継

経営資源の引継ぎ

M&A
（社外への引き継ぎ） 従業員承継

事業承継

事業を継続しない

経
営
資
源
の
引
継
ぎ
を
実
施 内

部
昇
格

外
部
招
聘

M
&
A
等

M
B
O
／
E
B
O

経
営
資
源
を
引
継
ぎ
せ
ず

廃　業

中小企業白書

事業承継の分類
事業承継は、事業を承継する対象によっ
て「親族内承継」「役員・従業員承継」「社
外への引継ぎ（Ｍ＆Ａ等）」の３つの類型
に区分されます。

事業承継に向けた
準備

円滑な事業承継をするためには、経営者
が概ね60歳に達した頃には事業承継の
準備に取り掛かり、経営状況や経営課
題、経営資源等を「見える化」することが
重要です。
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建
築
業
を
営
む
に
は
経
営
業
務
の
管

理
責
任
者
等
、
国
土
交
通
省
も
し
く
は

都
道
府
県
知
事
の
許
可
が
必
要
。
法
人

の
場
合
は
会
社
名
義
に
許
可
が
下
り
て

い
る
た
め
、
代
表
名
義
の
変
更
な
ど
比

較
的
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
が
可
能
だ
が
、

個
人
の
場
合
は
話
が
異
な
る
。
そ
れ
は
、

許
可
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
の
が「
個

人
事
業
主
」そ
の
人
の
み
で
あ
る
か
ら
。

個
人
の
名
義
に
対
す
る
許
可
で
あ
る
た

め
、
た
と
え
親
子
で
あ
っ
て
も
承
継
に
関

し
て
は
そ
の
ま
ま
名
義
を
ス
ラ
イ
ド
す

れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
本

人
が
条
件
を
満
た
し
て
新
た
に
建
築
業

の
許
可
を
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　
建
築
業
の
登
録
や
承
継
方
法
等
に

つ
い
て
地
元
商
工
会
議
所
に
相
談
し
た

楠
木
彰
二
さ
ん（
69
歳
）と
次
男
の
彰

吾
さ
ん（
43
歳
）。
そ
こ
で
初
め
て「
こ

れ
は
ち
ょ
っ
と
大
変
だ
な
」と
い
う
思
い

が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
そ
う
。
　

　
個
人
事
業
主
と
し
て
許
可
を
取
る
に

は
自
身
の
名
義
で
の
経
営
経
験
年
数

や
、一
定
数
以
上
の
新
築
物
件
を
建
て

る
等
の
要
件
が
あ
る
。
し
か
し
、
建
築

業
の
個
人
事
業
主
で
あ
る
彰
二
さ
ん
の

雇
用
下
に
あ
る
彰
吾
さ
ん
は
、
経
験
と

し
て
は
十
分
だ
が
個
人
と
し
て
の
実
績

で
は
、
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
い
う
状

態
だ
っ
た
。

　「
単
純
に
考
え
て
い
た
だ
け
に
、
個
人

の
場
合
は
た
だ
継
ぐ
と
い
う
話
じ
ゃ
な

い
の
か
、と
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。親
の

仕
事
を
継
ぐ
＝
名
義
を
変
え
る
と
い
う

話
で
は
な
く
、
年
数
や
棟
数
な
ど
必
要

な
条
件
を
満
た
す
ま
で
、
自
分
の
名
前

で
ゼ
ロ
か
ら
積
み
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
許
可
し
て
も
ら
え
な
い
な
ん
て
、
思
い

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　
彰
二
さ
ん
に
も「
受
け
継
が
せ
た
い
」

と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
た
め
、
な

る
べ
く
早
く
独
り
立
ち
す
る
方
法
に
つ

い
て
担
当
者
と
話
し
合
い
、
支
配
人
登

録
制
度
を
使
う
方
針
に
決
ま
っ
た
。

建
築
業
の
承
継
の
難
し
さ
を
知
り
、

支
配
人
登
録
制
度
を
活
用

建設業の承継に必要な要件を
確認し、準備に着手

中津商工会議所事業承継推進員による
事業承継診断。

エリアコーディネーターの訪問。要件の
確認。

専門家派遣（中小企業診断士）による
事業承継計画策定開始（～５月）。

支配人登記の確認。

個人事業の開設（かつて雑貨店を営
んでいた屋号に建設業を加えて復活さ
せた）。

新事務所用地の取得（将来の事業承
継に向けて、現在事務所を建築中）。

小規模事業者持続化補助金の申請・
採択。

2019年
12月

2020年
1月

2020年
３月

2020年
４月
2021年
１月

2021年
5月

2022年
11月

法人成りを検討したが、個人事業主としての承継を
選択。支配人要件を満たさないため次回更新時の
承継は断念するものの、その後要件を満たした段階
で現代表の更新期間を残したまま途中で交代する
か、次回の更新満了時に交代するかは、今後の動
向を見て判断すると方針が決まったため、支配人登
記を急ぐ（2020年4月20日、申請済）。以前雑貨店
＆caféを経営していた店舗も視察し、持続化補助
金申請による利活用を検討した。

当初、代表者交代のみで簡単に引き継げると考え
ていたが、建設業開業要件の経営経験が不足した
ため、支配人登記を済ませ基準を満たした時点で
承継する方針が定まった。また、事業主となるまで
に、新たに取り組みたい事業についても専門家と整
理しながら検討を進め、商工会議所の協力下で補
助金申請にチャレンジすることができた。

〝
一
匹
オ
オ
カ
ミ
〞と
し
て
、

あ
え
て
個
人
事
業
主
を
選
択

個人の建築業に必要な手続き等、
最短での承継方法を提案した

　
順
調
に
行
け
ば
、
個
人
事
業
主
と
し

て
建
築
業
の
代
表
に
な
れ
る
の
は
２
年

後
。
今
は
代
表
と
し
て
の
自
覚
と
技
を

磨
く
時
期
だ
と
捉
え
て
い
る
彰
吾
さ
ん

は
、「
法
人
化
も
検
討
し
た
け
ど
、
大
が

か
り
な
仕
事
の
時
以
外
は
時
間
が
か

か
っ
て
も
全
部
自
分
一
人
で
や
る
と
い
う

の
が
ポ
リ
シ
ー
。
自
分
の
道
を
行
く
た

め
に
、
現
状
は
個
人
事
業
主
と
い
う
判

断
に
な
り
ま
し
た
」と
語
る
。

　
彰
吾
さ
ん
と
結
婚
し
て
17
年
に
な
る

祥
子
さ
ん（
40
歳
）は
、「
自
分
を
貫
く

タ
イ
プ
だ
か
ら
、
相
談
も
せ
ず
に
突
き

進
む
こ
と
も
あ
る
ん
で
す（
笑
）。で
も
、

好
き
な
仕
事
を
し
て
く
れ
れ
ば
、そ
れ

で
い
い
か
な
っ
て
思
い
ま
す
」。
３
人
目

の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

「
美
容
室
を
作
っ
た
か
ら
、
店
を
や
れ
っ

て
言
う
ん
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し

な
が
ら
で
す
よ
！
」。
美
容
師
の
祥
子

さ
ん
は
、彰
吾
さ
ん
が「
自
分
の
や
り
た

い
よ
う
に
作
っ
た
」店
内
を
見
渡
し
な

が
ら
、
そ
う
笑
う
。

　「
優
し
く
て
、欲
が
な
く
て
、た
だ
自

分
が
体
を
動
か
し
て
仕
事
さ
せ
て
も
ら

え
る
の
が
嬉
し
い
っ
て
…
。
変
な
と
こ
ろ

ば
か
り
主
人
に
似
て
ま
す
ね
」と
次
男

を
温
か
く
見
守
り
続
け
る
母
の
弥
生
さ

ん（
67
歳
）。「
自
分
の
ス
タ
イ
ル
で
や
っ

て
く
れ
れ
ば
い
い
。た
だ
、自
分
の
手
で

編
む
一
生
も
の
の
網
代
編
み
だ
け
は
守

り
続
け
て
も
ら
え
た
ら
」と
、
彰
二
さ

ん
も
思
い
を
込
め
る
。

　
も
の
づ
く
り
が
大
好
き
で
、
時
間
が

あ
れ
ば
家
に
関
す
る
様
々
な
モ
ノ
を

作
っ
て
い
た
彰
吾
さ
ん
。
自
分
が
描
く

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
独
立

の
機
が
満
ち
る
の
を
待
っ
て
い
る
。

建築業 クスノキ

建
築
業 

ク
ス
ノ
キ

中津市大字角木３-１　tel.0979-24-8522

1986年彰二さんが創業、長男も設計士という建
築一家。一般建築業として住宅や店舗のほか、
大手住宅メーカーからのリフォーム下請けも手が
ける。本店は３代目自宅にあるが、後継者自身の
拠点として至近に事務所を入手。

2020年センター登録、支配人登記の確認

親

子

支援
内容

支援
効果

人
と
は
異
な
る
プ
ロ
セ
ス
で

唯
一の
建
築
を
極
め
た
い

楠
木 

彰
吾 

さ
ん

　 新事務所を大胆に改装
中。「イメージはない」と言
うが、彰吾さんの脳裏には
完成図が見えているよう
だ。
　 祥子さんの美容室とテ
ナントが並ぶ、彰吾さん一
家の自宅。正面の大きなク
スノキが目印だ。
　二級建築士の資格を持
つ彰吾さん。ギャラリー兼
アトリエだった建物を自身
の事務所として購入し、現
在改装中。

2022年10月取材

日
本
の
伝
統
技
術
を
承
継
し
つ
つ
、

〝
感
じ
る
ま
ま
〞に
創
造
す
る
。

事
業
承
継

ス
ト
ー
リ
ー

01

建
築
一
家
の
歴
史
を
つ
な
ぐ
親
族
内
承
継

承
継
タ
イ
プ

親
族
内

代
々
、棟
梁
を
務
め
て
き
た
建
築
一
家
の
誇
り
は
、日
本
建
築
の
技〝
網
代
編
み
〞。

「
こ
の
技
術
だ
け
は
、守
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
3
代
目
の
思
い
を
受
け
、歴
史
と
伝
統

を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、感
性
の
お
も
む
く
ま
ま
建
築
業
に
向
き
あ
う
４
代
目
。お
互
い
を

認
め
合
う
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
将
来
を
見
据
え
、親
子
な
ら
で
は
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
承
継
を
目
指
す
。

初
代
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

伝
統
技
術
を
残
し
た
い

楠
木 

彰
二
さ
ん

1

2

3

1

23

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉　

奥
様
曰
く「
妥
協
が
な
く
、一
匹
オ
オ
カ
ミ
」。

そ
の
姿
勢
は
息
子
に
も
し
っ
か
り
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉　

自
ら
の
意
思
と
確
か
な
技
術
が
地
域
に
支
持
さ
れ
て
幅
広

い
交
友
関
係
を
仕
事
に
つ
な
げ
て
い
る
。

楠木家の代々の棟梁が大切に守っ
てきた伝統の網代編み。職人のこ
だわりは世代を超えて受け継がれ
ていく。

3
代
目

4
代
目

あ
じ
ろ
あ

あ
じ
ろ
あ

0506



　
Ｊ
Ｒ
津
久
見
駅
前
に
開
業
し
た
の
は

１
９
８
８
年
。
初
代
・
大
野
啓
子
さ
ん

は「
風
に
吹
か
れ
て
髪
の
毛
が
サ
ラ
サ

ラ
と
気
持
ち
よ
く
流
れ
て
い
る
よ
う
な

情
景
」を
イ
メ
ー
ジ
し
て『
風
の
音
』と

名
付
け
た
。

　
手
に
職
を
つ
け
た
い
と
一
念
発
起
し

て
美
容
学
校
の
門
を
叩
い
た
の
は
啓
子

さ
ん
が
37
歳
の
と
き
。
娘
で
あ
り
後
継

者
の
文
江
さ
ん
も
同
年
代
で
美
容
業

界
に
飛
び
込
ん
だ
。
親
子
と
も
に〝
遅

咲
き
〞の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、学
校
で

は
志
の
高
い
若
者
に
刺
激
さ
れ
、
学
び

も
多
か
っ
た
そ
う
。

　「
技
術
職
は
何
歳
に
な
っ
て
も
で
き

る
、
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
体
力
勝

負
の
仕
事
な
の
で
そ
う
い
う
わ
け
に
も

い
き
ま
せ
ん
。
娘
が
一
緒
に
や
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
し
っ
か
り
と
経
験
も

積
ん
で
く
れ
た
か
ら
、
お
店
の
将
来
を

託
そ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」と
啓
子
さ

ん
。
文
江
さ
ん
と
と
も
に
地
元
商
工
会

議
所
の
経
営
指
導
員
に
相
談
後
、セ
ン

タ
ー
の
専
門
家
派
遣
で
承
継
に
向
け
た

準
備
を
開
始
。
事
業
承
継
計
画
と
承

継
後
の
経
営
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
等
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
、
２
０
２
２
年
１
月
、
文
江
さ

ん
へ
の
事
業
承
継
を
無
事
に
完
了
し

た
。

　
開
業
か
ら
30
年
以
上
、
地
元
を
中
心

に
根
強
い
フ
ァ
ン
に
支
え
ら
れ
て
き
た

啓
子
さ
ん
が
、
文
江
さ
ん
に
こ
れ
だ
け

は
伝
え
た
い
と
思
う
の
は
、「
お
客
さ
ん

を
大
切
に
」「
悔
や
ま
ず
、
恐
れ
る
こ
と

な
く
、
目
標
に
向
か
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
こ
と
。
美
容
学
校
卒
業
後
す
ぐ
に

『
風
の
音
』で
修
行
を
始
め
た
文
江
さ

ん
は
、「
今
は
ま
だ
母
を
超
え
る
こ
と

は
で
き
て
い
な
い
け
ど
、
私
な
り
に
お

客
さ
ん
と
誠
実
に
向
き
合
い
、
帰
る
時

に
は
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」と
胸
の

内
を
語
る
。

長
年
培
っ
て
き
た
信
頼
と
実
績
で

多
く
の
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
て
き
た

高品質の溶剤、最高の技術で、
高満足度のサービスを継続

津久見商工会議所による事業承継診断
を通じて当センターに相談。

エリアコーディネーターが事前ヒアリング
で課題を掘り起こす。

当センターの専門家派遣により事業承
継計画書の策定。

前代表が廃業届を税務署に提出。後継
者が保健所から開業許可を受け、税務
署に開業届を提出して事業承継完了。

202１年
9月

2021年
10月

2022年
１～２月

前代表の大野啓子さんから「一緒に働いている長
女に代表を交代したいから開廃業の手続きや事業
用資産の移転方法、贈与税がどうなるかを聞きた
い」と津久見商工会議所の経営指導員に相談があ
り、事業承継診断後、センターに登録。啓子さん・
文江さんと当センター・津久見商工会議所・専門
家（税理士・中小企業診断士）が承継における課
題の整理、目標・対策を一緒に検討して、承継の設
計図ともいえる「事業承継計画」を作成した。

事業承継計画の「経営の見える化」で、「後継者へ
のメッセージ」として創業時の取り組みや思い等を
語っていただき、後継者も今後の事業経営に対す
る決意を新たにされた様子。事業の将来像を共有
する貴重な体験となった。承継計画における目標と
して、経営向上（収益向上）の取り組みとして、①既
存顧客の売上維持と拡大。②付加価値を高め選ば
れる美容室になる（髪に優しいベル・ジュバンスと顔
エステ）を定め、新たな歩みが始まった。

〝
健
康
と
美
し
さ
〞を
提
供
す
る

肌
に
優
し
い
弱
酸
性
美
容
を
継
承

「経営課題」の抽出と、
「中期経営戦略」の策定支援

　
事
業
の
主
力
と
な
る
の
は
、
人
間
の

皮
膚
と
同
じ
弱
酸
性
の
美
容
。
開
業

当
初
は
認
知
度
が
低
く
、
良
さ
を
理

解
し
て
も
ら
え
る
ま
で
日
々
説
明
を
繰

り
返
し
て
い
た
が
、
そ
の
努
力
が
実
り
、

現
在
は
常
連
客
の「
99
・
99
％
は
弱
酸

性
を
希
望
し
て
く
れ
ま
す
」と
、
啓
子

さ
ん
。
文
江
さ
ん
は
実
践
で
師
匠
で
あ

る
母
に
教
わ
る
だ
け
で
な
く
、
県
内
外

で
開
催
さ
れ
る
講
習
会
に
も
出
か
け

て
、
女
性
を〝
健
康
的
に
美
し
く
〞ケ
ア

す
る
美
容
法
と
手
の
み
で
施
術
す
る

フ
ェ
イ
ス
エ
ス
テ
の
技
術
と
知
識
を
習

得
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
今
、
自
身
の

大
き
な
財
産
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
数
年
は
、
２
人
に
と
っ
て
大
き

な
試
練
も
あ
っ
た
。
２
０
１
７
年
の
台

風
18
号
で
は
店
舗
が
浸
水
し
、
美
容
機

材
が
す
べ
て
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。コ

ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
に
よ
り
、
１
日
の

来
店
客
が
ゼ
ロ
の
時
期
も
あ
っ
た
。「
台

風
で
は
天
井
以
外
す
べ
て
土
砂
や
水
で

汚
れ
て
し
ま
っ
て
、
総
入
れ
替
え
に

…
…
。で
も
、大
工
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に

片
付
け
て
い
る
最
中
に
も
お
客
さ
ん
が

来
て
く
れ
た
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、

何
が
あ
っ
て
も
続
け
て
い
け
そ
う
か

な
っ
て
前
向
き
に
な
れ
ま
し
た
」。
客

足
が
遠
の
い
た
期
間
も
た
だ
待
つ
だ
け

で
な
く
、
技
術
を
磨
く
時
間
だ
と
気
持

ち
を
切
り
替
え
な
が
ら
、
２
人
で
乗
り

越
え
た
。

　「
き
れ
い
に
な
り
た
い
と
願
う
女
性

が
い
る
か
ぎ
り
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が

あ
る
仕
事
。
お
客
さ
ん
の
心
を
掴
み
、

そ
の
人
に
と
っ
て
満
足
で
き
て
幸
せ
な

時
間
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
も
っ
と

修
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
」。

美容室 風の音

美
容
室 

風
の
音

津久見市中央町９の２ 明和ビル１階　tel.0972-82-5554

津久見市中央町にある美容室『風の音』は
1988年に大野啓子さんが開業し、30年以上地
域の女性の美を創造してきた。2022年1月に無
事、長女の文江さんに事業承継を完了。

2020年センター登録、2022年事業承継

親

子

支援
内容

支援
効果

一
生
懸
命
に
働
く
母
の
姿
を

見
て
、決
意
し
ま
し
た

大
野 

文
江 

さ
ん

　頭皮と髪の健康が一目
でわかる毛髪チェックを行
い、状態に応じたケアを行
う。
　30分かけてゆっくり施
術を行うフェイスエステ。指
先から伝わるぬくもりと施
術後の爽快感がクセにな
ると好評だ。
　JR津久見駅前という立
地の良さに加え、確かな技
術とアットホームな雰囲気
で多くのファンの心を掴ん
でいる。

2022年10月取材

美
を
提
供
し
続
け
た
母
か
ら
娘
へ
、

新
た
な〝
風
の
音
〞を
託
す
。

事
業
承
継

ス
ト
ー
リ
ー

02

地
域
の
女
性
の
美
を
守
り
続
け
る
親
族
内
承
継

承
継
タ
イ
プ

親
族
内

30
年
以
上
も
の
長
き
に
渡
り
、地
域
の
女
性
の
美
を
創
造
し
て
き
た『
風
の
音
』。台

風
に
よ
る
水
害
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
、幾
多
の
困
難
も
乗
り
越
え
な
が
ら
、母
か
ら
娘

へ
、美
容
師
と
し
て
の
技
術
と
心
得
を
伝
承
。新
し
い〝
風
〞が
吹
く
地
域
密
着
の
美

容
室
が
さ
ら
に
成
長
で
き
る
よ
う
、二
人
三
脚
で
前
へ
と
進
ん
で
い
く
。

お
客
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
お
店
を

自
分
ら
し
く
作
って
ほ
し
い

大
野 

啓
子
さ
ん

1

2

3

1

23

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉　

「
お
店
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
お
客
さ
ん

の
お
か
げ
」と
語
る
啓
子
さ
ん
。
常
連
客
の

最
高
齢
は
な
ん
と
90
代
！

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉　

一
番
好
き
な
仕
事
は
着
付
け
。

「
華
や
か
な
着
物
を
着
て
嬉
し
そ
う
な

笑
顔
を
見
る
瞬
間
が
た
ま
り
ま
せ
ん
」。

皮膚や毛髪の状態を健康に守り
育む高品質・天然素材の商品を
提供。

0708



　「
将
来
、
え
と
う
印
刷
で
一
生
懸
命
働

き
ま
す
」。
小
学
校
の
卒
業
式
の
時
、

そ
う
発
表
し
た
衞
藤
家
の
三
姉
妹
。

「
お
小
遣
い
に
つ
ら
れ
た（
笑
）」と
し
な

が
ら
も
そ
の
言
葉
は
現
実
と
な
り
、
今

ま
さ
に
２
人
の
娘
が
両
親
と
と
も
に
家

業
の
現
場
に
立
っ
て
い
る
。

　「
お
客
さ
ん
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
、
よ
り
い
い
も
の
を
提
供
す
る
の
が

起
業
当
時
か
ら
の
信
念
。
時
代
や
仕
事

の
や
り
方
が
変
わ
っ
て
も
、
そ
れ
さ
え

忘
れ
ず
に
い
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
父
・
勝
志（
62
歳
）さ
ん
は
語

る
。２
０
０
４
年
に
地
元
竹
田
市
で『
え

と
う
印
刷
』を
創
業
し
、
20
年
近
い
歴

史
を
作
り
上
げ
て
き
た
。

　「
私
が
印
刷
業
界
に
入
っ
た
の
は
24

歳
の
と
き
。
当
時
は
バ
ブ
ル
期
で
業
界

自
体
も
潤
っ
て
い
ま
し
た
が
、バ
ブ
ル
崩

壊
後
は
他
と
同
様
に
景
気
は
冷
え
込

む
一
方
で
し
た
」。
加
え
て
、
小
説
や
漫

画
、
新
聞
さ
え
も
携
帯
電
話
で
読
め

る
時
代
に
突
入
し
、〝
紙
離
れ
〞も
一
気

に
加
速
。
印
刷
受
注
が
徐
々
に
減
っ
て

い
く
こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
も
、「
ず
っ

と
応
援
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
が
い
る

か
ら
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
」

と
勝
志
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
時
代
の
変
化
は
あ
っ
て
も
、「
紙
の
需

要
は
な
く
な
ら
な
い
か
ら
事
業
を
継

続
で
き
る
」。
そ
ん
な
勝
志
さ
ん
の
想
い

を
受
け
て
、
長
女
の
河
野
な
つ
美
さ
ん

（
29
歳
）が
承
継
を
決
意
し
た
。

　「
親
が
地
元
に
根
ざ
し
た
仕
事
を
し

て
い
る
こ
と
を
子
ど
も
な
り
に
窮
屈
に

感
じ
て
、一
時
は
違
う
将
来
を
考
え
た

り
も
し
ま
し
た
。
で
も
、
外
の
世
界
を

知
っ
た
か
ら
こ
そ
地
元
の
良
さ
や
親
の

苦
労
に
気
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

な
と
思
う
ん
で
す
」。
後
継
者
と
し
て

周
知
さ
れ
た
こ
と
で
地
元
の
各
種
団

体
等
へ
の
参
加
の
機
会
も
増
え
、い
つ
し

か「
会
社
の
顔
」と
い
う
意
識
と
責
任

感
が
芽
生
え
て
い
っ
た
。

一
度
は
地
元
を
離
れ
た
か
ら
こ
そ
、

家
業
の
見
方
が
変
わ
っ
た

時代の流れを的確に読み、
新たな方針を明確にした

当センターが行った専門家による個別
相談会に、事業承継の方法や承継に伴
う法人化について相談に来会。

地区担当エリアコーディネーターが、課
題・問題点を再度確認し、専門家派遣
に向けて調整。

当センターの専門家派遣により事業承
継計画書の策定支援を受ける。

父・勝志さんから、長女・なつ美さんへ
事業を承継予定。

202１年
８月

202１年
11月

2022年
１～５月

2023年
１月

代表者の衞藤勝志さんには3人の娘さんがおり、長
女のなつ美さんに事業の引継ぎを計画。引継ぎの
時期や手続き方法、資産・負債等の引継ぎ方、また、
承継を機に法人成りについても検討したいため当
センターに支援の依頼があった。計画的に承継を
進めていくことと併せて、承継後の新たな事業展開
を模索する必要性があることから、専門家派遣によ
る事業承継計画書の策定支援を行い、円滑な引継
ぎと将来の事業方針についてアドバイスした。

当初は創業20周年を迎える2024年に承継を予定し
ていたが、新たな売上の柱を早急に立ち上げること
を考え、後継者のなつ美さんが2023年１月から事
業を引き継ぐ（開業）と決定。承継後の法人成りに
ついても、課題として引き続き検討していくこととし
た。現在の印刷業界は、デジタル化の進展によって
「紙離れ」が拡大し、印刷物が大幅に減少している
ことから、従来のオフセット印刷からオンデマンド印
刷へのシフトを目指していく方向性が明確になった。

自
ら
の
経
験
を
生
か
し
、

女
性
目
線
で
事
業
を
進
め
る

承継後の事業展開を見据え、
新たな方向性を提言

　
制
作
現
場
で
は
常
に
新
し
さ
を
追

求
し
て
き
た
勝
志
さ
ん
は
、
現
在
２
代

目
と
な
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
機
も
、

な
つ
美
さ
ん
の
入
社
と
同
時
期
に
導

入
。「
早
く
仕
上
げ
て
ほ
し
い
と
か
、
少

ロ
ッ
ト
で
印
刷
し
た
い
な
ど
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
や
す
く
な
っ
て
き
た
の

も
、
機
械
を
入
れ
て
く
れ
た
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
な
つ
美
さ

ん
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
を
主
軸
に

次
な
る
事
業
展
開
を
模
索
。
次
女
の

あ
ゆ
美
さ
ん（
26
歳
）と
と
も
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
の
情
報
収
集
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
母
親
目
線
で
考
え
る
と
い
ろ
ん
な

ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で
、
子
育
て
中
の
マ

マ
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
提

供
で
き
そ
う
で
す
」。
新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
層
の
開
拓
を
目
指
し
、
ア
ク
リ
ル
板

や
シ
リ
コ
ン
な
ど
従
来
の
紙
と
は
異

な
る
素
材
に
印
刷
で
き
る
U
Ｖ
プ
リ
ン

タ
ー
の
導
入
も
決
め
た
。
急
激
に
成
長

し
て
い
く
姿
を
間
近
で
見
守
る
母
の

聖
子
さ
ん（
58
歳
）も「
私
た
ち
が
元
気

な
う
ち
は
、で
き
る
か
ぎ
り
支
え
て
あ

げ
た
い
」と
、次
世
代
の
可
能
性
に
エ
ー

ル
を
送
る
。

　「
最
初
は
身
の
丈
に
合
わ
な
い
仕

事
も
多
く
、出
産
時
期
も
重
な
っ
た
り

し
て
、
心
も
体
も
本
当
に
辛
い
時
期
が

あ
っ
た
ん
で
す
。で
も
、
結
婚
や
出
産
、

育
児
な
ど
の
変
化
に
と
ら
わ
れ
ず
、
女

性
が
働
き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
け

る
の
も
、
経
験
し
た
私
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
。
楽
し
く
笑
顔
で
仕
事
に
向

き
合
え
ば
、
今
よ
り
も
っ
と
お
客
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
会
社
に
な
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
い
ま
す
」。

えとう印刷

え
と
う
印
刷

竹田市大字炭竃371番地　tel.0974-64-5815

現代表が市内印刷会社に勤務後、2004年10月
に独立開業。印刷から製版まで社内で一貫製作
し、丁寧な仕事ぶりには定評がある。家族中心の
経営を行い、３姉妹のうち長女と次女が経営に
参画している。

2021年センター登録、2023年事業承継予定

親

子

支援
内容

支援
効果

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を

自
分
な
り
に
作
っ
て
い
き
た
い

河
野 

な
つ
美
さ
ん

　なつ美さんの入社と同
時期に購入し、現在２代目
となるオンデマンド印刷機
が、丁寧かつ「早く、安く」
を実現。
　「初めて購入した機械は
断裁機。今も大切に保管
しています」と勝志さん。
　独学でデザインを学ん
だなつ美さんとあゆ美さん
姉妹。努力の成果が、長
年の取引先からの評価に
も表れてきた。

2022年9月取材

紙
離
れ
が
顕
著
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

若
者
目
線
で
業
界
に
活
路
を
見
出
す
。

事
業
承
継

ス
ト
ー
リ
ー

03

変
化
を
掴
み
地
元
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
親
族
内
承
継

承
継
タ
イ
プ

親
族
内

父
の
事
業
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
決
め
た
の
は
三
人
姉
妹
の
長
女
。紙
離
れ
は
加
速

度
を
増
し
、個
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
安
価
に
印
刷
発
注
で
き
る
現
代
に

あ
っ
て
、顧
客
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
は
若
い
後

継
者
だ
か
ら
こ
そ
。両
親
が
築
い
た
歴
史
の
続
き
を
、自
分
ら
し
く
重
ね
て
い
く
。

信
念
を
も
っ
て
続
け
て
き
た
仕
事
を

娘
た
ち
ら
し
く
進
化
さ
せ
て
ほ
し
い

衞
藤 

勝
志
さ
ん

1

2

3

1

23

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉　

独
立
開
業
し
た
の
は
42
歳
の
時
。
収
集

家
で
も
あ
り
、
年
代
物
の
硬
貨
な
ど
希

少
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
多
数
。

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉　

趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
観
戦
。「
将
来
、
好
き
な
チ
ー
ム
の
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
る
の
が
夢
！
」と
笑
顔
で
語
る
。

地元に根ざした印刷会社として、地
元とともに真摯に歩んできたことを、
数々の制作物が物語っている。

0910



　「
私
が
京
都
で
の
料
理
修
行
を
終
え

て
家
を
継
ぐ
た
め
に
帰
っ
て
来
た
頃

は
、
高
度
経
済
成
長
の
終
盤
で
、
皆
が

平
均
的
に
元
気
だ
っ
た
時
代
で
し
た
。

こ
の
辺
も
人
口
が
多
く
、
お
金
の
流
れ

も
豪
快
で
し
た
ね
」と
語
る
天
野
栄
一

さ
ん（
70
歳
）。
香
々
地
町
で
祖
母
の
代

か
ら
１
０
０
年
続
く
老
舗
の『
旅
館 

梅

乃
屋
』の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
栄
一

さ
ん
は
、
幼
い
頃
か
ら「
跡
継
ぎ
だ
」と

言
い
聞
か
せ
ら
れ
な
が
ら
育
っ
て
き
た

と
い
う
。一
方
、
息
子
の
成
信
さ
ん（
38

歳
）は
、「
自
分
が
言
わ
れ
続
け
て
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
自
身
は
親

か
ら
家
業
を
継
い
で
ほ
し
い
と
言
わ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」と
振

り
返
る
。

　
継
ぐ
こ
と
を
意
識
せ
ず
に
過
ご
し
て

き
た
と
言
い
つ
つ
も
、
大
学
卒
業
後
、

「
い
ず
れ
、
も
し
か
し
た
ら
」と
い
う
思
い

も
あ
っ
て
そ
の
ま
ま
大
阪
で
暮
ら
し
な

が
ら
料
理
を
修
行
。
31
歳
の
時
、
家
業

を
継
ぐ
た
め
に
帰
郷
し
、
自
身
曰
く

「
色
々
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
っ
た
」２

０
２
２
年
６
月
、『
株
式
会
社
あ
ま
乃
』

に
組
織
替
え
し
て
代
表
に
就
任
。
家
族

と
と
も
に『
旅
館 

梅
乃
屋
』の
看
板
を

守
り
つ
つ
、
市
内
中
心
部
に
近
い
国
道

沿
い
に
新
店
舗『
胴
搗
自
家
製
粉 

手

打
蕎
麦 

地
慈
』を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
割
烹
旅
館
と
蕎
麦
屋
。
交
わ
り
は

な
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、「
新
た
な
強

み
」と
し
て
栄
一
さ
ん
が
た
ど
り
着
い
た

の
が
、
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
蕎

麦
だ
っ
た
と
い
う
。「
魚
が
取
れ
な
く

な
っ
て
き
た
こ
の
時
代
に
商
売
す
る
な

か
で
、
継
い
で
い
く
子
に
残
せ
る
も
の
は

何
か
と
考
え
た
ら
、
蕎
麦
だ
っ
た
ん
で

す
。
私
は
父
か
ら
フ
グ
と
い
う
大
き
な

強
み
を
残
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
父
が
し
て
く
れ

た
よ
う
に
息
子
に
し
て
や
れ
た
ん
だ

と
、
今
に
な
っ
て
思
い
ま
す
」。

　
栄
一
さ
ん
は
、
大
阪
に
い
る
成
信
さ

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
蕎
麦
を

老
舗
の
新
た
な
強
み
に

株式会社を設立、代表に就任した
後継者が新店舗を開業

後継者の天野成信氏が西国東商工会
香々地支所で開催したエリアコーディ
ネーターによる出張相談会に来訪され
支援開始。

センター登録専門家を3回派遣し、法
人成りを含めた事業承継計画の策定を
支援。

成信氏が、アトツギ甲子園に参加し一次
審査を通過。

成信氏を代表とする新規法人を設立。

同市新栄に新店舗「胴搗自家製粉 手打
蕎麦 地慈」開業。

202１年
12月

2022年
2～4月

2022年
2月

2022年
6月
2022年
7月

長年共に店を支えてきた後継者が得意の蕎麦で昼
営業の新店舗開業を計画。事業再構築補助金を
活用して計画が進む中、将来的な事業承継にも関
心を持ち、西国東商工会香々地支所伊藤指導員の
勧めにより後継者がエリアコーディネーターによる出
張相談会に参加。個人事業特有の資産・負債・許
認可の移転の難しさなどを説明したところ、承継の
手順、法人化の是非やその時期を新規事業の見通
しも含めて検討することとなり、中小企業診断士の
専門家派遣を実施した。

事業承継や法人成りを漠然と考えていたが、進め方
やメリットが不明確なまま時間が過ぎていた。当セン
ターの助言を参考に顧問税理士と相談、法人成り
の手順や承継の時期、今後取り組むべき課題や問
題点を親子で共有し、代表者70歳の節目に話を進
めることができた。アトツギ甲子園への応募を通じ
て、違う角度から事業を見直すこともできた。新店
舗は2022年7月に開店。新市場・新サービスの提
供により、事業の幅も広がっている。

全
国
的
に
も
珍
し
い
胴
搗
製
粉
で

新
た
な
フ
ァ
ン
層
を
開
拓
す
る

承継と後継者の
新規事業を支える
法人化と計画づくりを支援

ん
に
蕎
麦
打
ち
の
修
行
を
提
案
。
そ
の

言
葉
を
受
け
、
専
門
的
な
知
識
と
技

術
を
身
に
つ
け
て
成
信
さ
ん
が
帰
郷
し

た
の
は
31
歳
の
時
だ
っ
た
。

　「
蕎
麦
屋
を
や
り
た
い
気
持
ち
が

日
々
大
き
く
な
っ
て
い
た
け
ど
、
帰
っ
て

き
た
当
初
は
お
客
さ
ん
も
多
く
て
毎

日
忙
し
く
、
旅
館
と
の
兼
業
は
無
理
だ

と
思
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、コ
ロ
ナ
禍
で

状
況
は
一
変
。
時
間
を
持
て
余
す
く
ら

い
な
ら
と
計
画
を
立
て
た
の
が
始
ま
り

で
し
た
」と
成
信
さ
ん
は
語
る
。

　
商
工
会
担
当
者
や
セ
ン
タ
ー
派
遣
の

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
て

い
く
う
ち
に
歯
車
が
回
り
始
め
、
計
画

は
一
気
に
前
進
。
継
ぐ
こ
と
を
見
越
し

て
栄
一
さ
ん
が
購
入
し
て
い
た
土
地
に
、

蕎
麦
屋
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
こ
だ
わ
り
は
杵
で
つ
く
原
理
で
蕎
麦

の
実
を
粉
に
す
る「
胴
搗
製
粉
」。
全

国
的
に
石
臼
挽
き
の
蕎
麦
が
多
い
中
、

粘
り
の
あ
る
食
感
と
甘
み
や
香
り
が
引

き
立
つ
胴
搗
の
蕎
麦
で
、「
豊
後
高
田

そ
ば
認
定
店
」に
も
認
定
さ
れ
た
。

　
大
阪
出
身
の
奥
様
・
彩
香
さ
ん（
30

歳
）も
、
３
人
の
子
育
て
を
し
な
が
ら

時
間
を
縫
っ
て
仕
事
を
サ
ポ
ー
ト
。
母
・

小
由
紀
さ
ん（
60
歳
）は「
地
域
の
絆

を
大
切
に
、
誠
実
に
、
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」と
思
い
を
語
る
。

　
市
内
中
心
部
か
ら
半
島
の
海
岸
線

を
走
る「
恋
叶
ロ
ー
ド
」で
つ
な
が
る
２

つ
の
拠
点
。
蕎
麦
で
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

く
れ
た
お
客
さ
ん
が
、
老
舗
旅
館
に
足

を
運
ん
で
く
れ
る
未
来
も
描
き
つ
つ
、

「
い
ず
れ
は
蕎
麦
の
栽
培
に
も
挑
戦
し

て
み
た
い
」と
意
欲
を
燃
や
す
。

旅館 梅乃屋（株式会社あま乃)

旅
館
梅
乃
屋（
株
式
会
社
あ
ま
乃)

豊後高田市香々地4017　tel.0978-54-2002

国東半島の割烹旅館。京都で修行後3代目料理
長に就任した栄一氏と、大阪の料理屋・蕎麦割
烹で修行した成信氏による四季折々の食材を
使った料理で、地域の宴会需要などに応えてきた。

2021年センター登録、2022年事業承継

親

子

支援
内容

支援
効果

将
来
性
を
見
込
め
る
蕎
麦
を
軸
に
、

老
舗
の
新
た
な
姿
を
築
き
た
い

天
野 

成
信
さ
ん

し
げ
の
ぶ

　 『地慈』店内からガラス
越しに見える作業場で、胴
搗製粉した蕎麦を打ち、繊
細な手つきで切っていく成
信さん。
　 フグや鱧、岬ガザミなど
季節の幸を用いた料理を
提供する『旅館 梅乃屋』。
成信さんが帰郷してからは
親子で厨房に立つ。
　 宿泊者用の客室「杉の
間」。宴会用の和室は座布
団とテーブル席がある。

2022年9月取材

父
が
息
子
へ
託
し
た
の
は
、

変
化
を
進
化
に
変
え
る
独
自
の
道

事
業
承
継

ス
ト
ー
リ
ー

04

時
代
と
と
も
に
進
化
す
る
た
め
の
親
族
内
承
継

承
継
タ
イ
プ

親
族
内

豊
後
高
田
市
香
々
地
町
の
中
心
部
に
約
１
０
０
年
続
く『
旅
館 

梅
乃
屋
』。「
料
理

が
お
い
し
い
」「
梅
乃
屋
さ
ん
な
ら
自
信
を
も
っ
て
紹
介
で
き
る
」と
、地
域
の
人
々
に

愛
さ
れ
続
け
て
き
た
老
舗
は
、旅
館
＆
蕎
麦
屋
と
い
う
２
本
の
柱
を
軌
道
に
乗
せ

る
べ
く
、家
族
総
出
で
挑
戦
中
だ
。

父
親
と
し
て
の
役
割
が
何
な
の
か
、

自
分
も
父
か
ら
学
び
ま
し
た

天
野 

栄
一
さ
ん

1

2

3

1

23

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉　

幼
少
時
か
ら「
跡
継
ぎ
だ
」と
言
い
聞
か

さ
れ
て
育
っ
た
栄
一
さ
ん
。
和
食
の
修
行

を
重
ね
、
25
歳
で
家
業
を
継
い
だ
。

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉　

修
行
時
代
に
出
会
っ
た
大
阪
出
身
の
彩
香
さ
ん
と
と
も
に

帰
郷
。「
彼
女
に
は
日
々
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
語
る
。

「かも汁ともりそば」と「裏巻き蕎麦い
なり寿司」。定番から季節限定まで、
早くもお客さんの心を掴んでいる。

胴搗自家製粉 手打蕎麦 地慈
豊後高田市新栄1378-2 
tel.070-8511-8271

ど
う
づ
き

代
表
取
締
役

                    

ど
う
づ
き

じ
じ

  

ど
う
づ
き

胴搗自家製粉 手打蕎麦 地慈
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共
同
出
資
に
よ
る
組
合
と
し
て
１

９
９
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
加
工
所

を
、現
代
表
の
和
田
鈴
香
さ
ん（
70
歳
）

が
２
０
１
９
年
か
ら
個
人
事
業
主
と

な
り
再
出
発
し
た『
な
か
の
家
』。
継

ぎ
足
し
で
守
り
続
け
る
種
麹
を
混
ぜ

た
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
や
炭
酸
ま
ん
じ
ゅ

う
、
し
え
餅（
白
餅
）な
ど
、
素
朴
で
懐

か
し
い
、
手
作
り
の〝
田
舎
の
味
〞は
、

道
の
駅
な
ど
の
店
頭
に
並
ぶ
時
間
を

見
計
ら
っ
て
買
い
に
訪
れ
る
ほ
ど
の
根

強
い
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　
し
か
し
、
早
朝
２
時
頃
か
ら
製
造
す

る
加
工
所
の
メ
ン
バ
ー
全
員
70
歳
以

上
。
年
齢
的
な
不
安
要
素
や
体
力
的

な
負
担
は
年
々
大
き
く
な
り
、「
早
く

若
い
人
に
譲
り
た
い
ね
」と
皆
が
思
い

つ
つ
も
、
具
体
的
な
後
継
者
選
び
の
話

は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。

　「
加
工
所
の
経
理
や
商
品
発
送
の
準

備
な
ど
事
務
を
長
く
し
て
く
れ
て
い
る

か
ら
内
情
も
わ
か
っ
て
い
る
し
、
明
る

く
て
活
発
な
性
格
だ
か
ら
適
任
だ
と

思
い
ま
し
た
」。
後
継
者
と
な
る
の
は
、

鈴
香
さ
ん
の
長
男
と
結
婚
し
て
、
４
人

の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
な
が
ら
地
区
の

農
事
組
合
法
人
の
代
表
も
務
め
る
梢

さ
ん（
40
歳
）だ
。

　「
ま
さ
か
自
分
が
農
業
に
携
わ
っ
て
、

加
工
所
の
事
業
も
受
け
継
ぐ
な
ん
て
、

お
嫁
に
来
た
時
は
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
」と
振
り
返
る
梢
さ
ん
。「
で
も
、

義
父
が
急
逝
し
て
作
り
上
げ
て
き
た

も
の
が
無
く
な
っ
て
い
く
様
子
を
見
て

い
る
う
ち
に
、
私
が
や
ら
な
け
れ
ば
と

決
意
し
た
ん
で
す
。
農
業
を
守
り
な
が

ら
田
舎
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
た
め
に

も
、
こ
の
選
択
は
間
違
い
じ
ゃ
な
い
っ

て
思
い
ま
す
」。
２
０
２
６
年
予
定
の

代
表
交
代
に
向
け
て
法
人
化
し
、
現

在
、
承
継
後
の
事
業
の
あ
り
方
を
梢

さ
ん
目
線
で
構
築
す
る
準
備
段
階
に

移
行
し
た
。

　
高
齢
化
や
後
継
者
不
在
等
で
閉
鎖

地
域
を
守
り
、伝
え
る
の
が

自
分
の
役
割
だ
と
決
意

４年後の代表交代に向け、
社内整備と商品開発に取り組む

大分県信用組合緒方支店より事業承継
支援の依頼。

地区担当のエリアコーディネーターが事
前ヒアリングを行い、承継に向けての課
題・問題点を抽出。

専門家派遣により、事業承継計画書の
策定支援を実施。

「株式会社なかの家」に組織変更。現代
表の和田鈴香氏が代表取締役、後継者
の和田梢氏が取締役に就任。2026年
に承継予定。

202１年
12月

2022年
1月

2022年
4～6月

2022年
7月

現代表の和田鈴香氏は2022年で70歳を迎えた。
従業員も全員が70歳を超えていることから、長男の
嫁である和田梢氏を後継者として事業を承継し、若
返りを図りたい計画。承継に向けた手順や承継の
時期、また、承継を機に法人に移行し、福利厚生
面の充実やシフト制の導入によって雇用環境の改
善向上を目指したいと、大分県信用組合緒方支店
を通して当センターに支援要請があった。

事業の引継ぎや法人成りについて、どのように進め
ていけばよいか分からないまま時間が過ぎていた。
当センターの専門家派遣による税理士のアドバイス
によって、法人成りの手順や承継の時期、今後取り
組むべき課題や問題点が明らかになった。法人成り
については、合同会社を考えていたが、将来性を考
慮して2022年7月に株式会社へ移行。4年後の
2026年の代表者交代に向け、組織体制の整備と
新たなビジネスモデルの構築に取り組んでいく計画。

地
域
の〝
宝
〞の
た
め
に

独
自
の
働
き
方
を
作
る

事業承継スケジュールと
法人成りの手順やメリットを検討 す

る
加
工
グ
ル
ー
プ
が
増
え
て
い
る
の

が
現
状
だ
が
、
梢
さ
ん
は「
そ
の
人
し

か
で
き
な
い
仕
事
が
多
す
ぎ
る
こ
と
も

原
因
」と
考
察
。〝
そ
の
人
〞が
い
な
く

な
れ
ば
業
務
が
止
ま
り
、
作
る
人
が

変
わ
り
、
味
が
変
わ
る
。
そ
れ
が
、フ
ァ

ン
離
れ
や
最
終
的
に
は
閉
鎖
と
い
う
結

末
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
も
残
念
な
が

ら
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
１

年
ほ
ど
時
間
を
か
け
て
製
造
工
程
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
よ
う
と
決
め
た
。

「
人
が
変
わ
っ
て
も
同
じ
商
品
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
長
年
の
経
験
や

勘
の
部
分
の
デ
ー
タ
も
収
集
し
て
レ
シ

ピ
化
し
て
い
き
ま
す
」。

　
次
に
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、
業
務

環
境
の
整
備
。
現
在
の
作
業
開
始
は

早
朝
２
時
頃
か
ら
だ
が
、
改
善
策
を

検
討
中
だ
。「
今
ま
で
は
若
い
人
に
こ

だ
わ
っ
て
い
た
け
ど
、
作
り
手
の
平
均

年
齢
は
70
歳
で
、
経
営
す
る
側
に
若
い

人
材
を
雇
用
す
る
方
が
現
実
的
だ
と

最
近
は
思
う
よ
う
に
な
っ
て
。
早
朝
は

お
年
寄
り
、
昼
か
ら
は
子
育
て
世
代
の

マ
マ
た
ち
と
い
う
よ
う
に
、
二
部
体
制

が
取
れ
た
な
ら
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は

の
雇
用
ス
タ
イ
ル
に
な
る
は
ず
で
す
」。

　
高
齢
化
や
少
子
化
が
進
む
中
、
子

ど
も
は〝
宝
〞で
あ
り
、
地
域
の
皆
で

大
切
に
育
て
る
も
の
だ
と
い
う
精
神
が

宿
る
集
落
に
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
味
わ
い
、
文
化
。「
当
た
り
前
が

む
し
ろ
難
し
い
時
代
だ
け
ど
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
私
た

ち
の
責
任
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
を

守
り
続
け
ら
れ
る
環
境
を
作
り
、
未

来
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

株式会社なかの家

株
式
会
社
な
か
の
家

豊後大野市清川町伏野562　tel.0974-35-2611

1994年に共同出資による組合として「なかの加
工所」をスタート。令和元年から和田鈴香氏が
個人事業として事業を引き継いだ。昔懐かしい
酒まんじゅう等を製造し、豊後大野市内道の駅
等で販売、人気を博している。

2021年センター登録、2026年事業承継予定

親

子

支援
内容

支援
効果

当
た
り
前
が
難
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

守
り
、伝
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う

和
田 

梢 

さ
ん

　 ４人の息子の母親であ
り、法人代表と事業承継者
の顔をもつ梢さん。多忙な
日々を持ち前の明るさと責
任感で突き進む。
　 地域の味を守り続けてき
た鈴香さん。承継に向けて
鈴香さんの技術と経験、勘
をレシピ化する計画が進行
中だ。
　 生産者、加工者の顔が
見える“当たり前”が長年
のファンを魅了。

2022年9月取材

〝
当
た
り
前
〞を
守
る
こ
と
は
、

地
域
の
大
切
な〝
宝
〞に
つ
な
ぐ
こ
と
。

事
業
承
継

ス
ト
ー
リ
ー

05

想
い
を
次
世
代
へ
受
け
継
ぐ
た
め
の
親
族
内
承
継

承
継
タ
イ
プ

親
族
内

長
い
間
、多
く
の
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
て
い
る
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
や
炭
酸
ま
ん
じ
ゅ
う
。地

域
や
家
庭
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
昔
な
が
ら
の
味
は
、今
、ゆ
る
や
か
な
が
ら
も
子

育
て
世
代
に
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。自
分
た
ち
の〝
当
た
り
前
〞を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
た
め
に
、若
く
パ
ワ
フ
ル
な
マ
マ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

私
た
ち
が
受
け
継
い
で
き
た
も
の
を
、

若
い
人
た
ち
に
伝
え
て
ほ
し
い

和
田 

鈴
香
さ
ん

1

2

3

1

23

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉　

子
育
て
を
し
な
が
ら
寝
る
暇
を
惜
し
ん

で
働
き
続
け
た
鈴
香
さ
ん
。
現
在
も
現

役
で
伝
承
の
味
を
守
り
続
け
て
い
る
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉　

短
大
卒
業
後
、ピ
ア
ノ
講
師
を
経
て
義
父
の
急
逝
を
機
に

農
事
組
合
法
人
の
代
表
に
。現
在
、４
人
の
息
子
の
子
育
て

奮
闘
中
。

道の駅等で人気が高い『なかの家』
の商品。新たに“ママ世代”に向け
た「こびり（おやつ）」シリーズも誕生
した。

取
締
役

代
表
取
締
役

こ
ず
え
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伝
統
的
な
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
が

評
価
さ
れ
、
２
０
１
３
年
、「
世
界
農
業

遺
産
」に
登
録
さ
れ
た
国
東
半
島
宇
佐

地
域
。
江
本
家
は
こ
の
地
、
国
東
市
国

見
町
竹
田
津
で
代
々
、
漁
師
を
生
業
と

し
て
き
た
。『
国
見
水
産
』を
設
立
し
た

の
は
１
９
７
２
年
。
漁
業
と
次
世
代
の

将
来
を
見
据
え
、
現
在
は
漁
を
継
続
し

つ
つ
、
水
産
物
の
価
格
と
価
値
を
上
げ

る
水
産
加
工
に
主
軸
を
移
し
て
い
る
。

　
本
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
江

本
正
二
さ
ん（
75
歳
）と
、
妻
の
幸
子
さ

ん（
70
歳
）は
、
結
婚
し
て
数
年
後
に

２
人
の
娘
に
恵
ま
れ
た
が
、
常
に
頭
を

よ
ぎ
っ
て
い
た
の
は
後
継
ぎ
の
こ
と
。

　「
後
継
ぎ
は
男
、
と
い
う
時
代
。
親

族
に
は
次
々
と
男
の
子
が
誕
生
し
て
い

る
の
に
、
ど
う
し
て
…
と
、
毎
日
祈
る

よ
う
な
思
い
だ
っ
た
」と
２
人
は
当
時

を
振
り
返
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
う
や

く
幸
雄
さ
ん（
41
歳
）が
生
ま
れ
た
そ
の

日
か
ら「
必
ず
後
継
ぎ
に
す
る
」と
い

う
思
い
で
育
て
て
き
た
と
い
う
。

　
２
人
の
思
惑
通
り「
後
を
継
い
で
漁

師
に
な
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
」。
周
囲
か
ら
も〝
宝
物
〞の

よ
う
に
大
切
に
育
て
ら
れ
て
き
た
幸
雄

さ
ん
。「
ず
っ
と
親
元
に
い
て
他
所
様
を

知
ら
な
い
ま
ま
だ
と
、つ
ま
ら
な
い
人

間
に
な
る
」と
い
う
両
親
の
方
針
で
市

外
の
高
校
に
進
学
。一
生
懸
命
に
働
い

て
自
分
を
育
て
て
く
れ
て
い
る
親
の
た

め
、
週
末
は
必
ず
帰
省
し
て
は
漁
網
の

手
入
れ
や
力
仕
事
を
手
伝
っ
て
き
た
。

　「
継
い
で
く
れ
る
の
は
嬉
し
か
っ
た

が
、
漁
獲
量
や
価
格
が
落
ち
て
い
く
一
方

の
漁
業
を
、
ど
う
い
う
形
で
渡
せ
ば
い

い
の
か
。
そ
の
答
え
が
、
水
産
加
工
で
し

た
」と
正
二
さ
ん
。
水
産
指
導
員
に
商

品
の
方
向
性
や
販
路
な
ど
を
相
談
し

な
が
ら
軌
道
に
乗
せ
た
生
業
を
、
２
０

２
２
年
８
月
、
長
男
の
幸
雄
さ
ん
に
無

事
承
継
し
た
。

　　
主
力
は
タ
コ
の
加
工
品
。
市
主
催
イ

待
ち
望
ん
で
い
た
長
男
を

後
継
ぎ
と
し
て
育
て
上
げ
た

代表者の交代、数字に基づく
事業展開の見直し

国東市商工会後藤課長（当時）よりセン
ターに相談。

当センター登録専門家の中小企業診断
士を派遣し、事業展開も含めた事業承
継計画の策定を支援。

法人代表者を交代。

専門家相談会を活用、定款変更の検討
を支援。

2021年
12月

2022年
1月～3月

2022年
7月
2022年
10月

法人代表交代の手続きは父が独学で準備したが、
そのタイミングを図りかねており、国東市商工会後藤
課長（当時）の勧めにより面談。将来の事業展開を
含めた承継計画に基づき後継者と共に決めるべき
と、計画づくりの必要性を指摘し、中小企業診断士
を派遣、事業承継計画策定を支援することとなっ
た。また、収益性向上のためには、業務や販路の見
直しも必要と指摘した。

水産加工・販売事業が主になっているが、原価計
算や設備投資計画については精査したことがなく、
これらも派遣専門家と共に計算。納得感の高い展開
イメージを抱くことができた。課題や問題点を親子で
共有しながら話を進め、翌決算期に代表者変更の
登記ができた。

毎
日
笑
い
な
が
ら
精
一
杯
働
く

江
本
家
総
出
の『
国
見
水
産
』

父から息子への
事業承継計画書策定支援

ベ
ン
ト
で
優
勝
経
験
の
あ
る
唐
揚
げ
と

酢
だ
こ
、
た
こ
飯
の
素
が
あ
り
、
運
転

中
や
歩
き
な
が
ら
味
わ
え
る
串
刺
し
タ

イ
プ
も
顧
客
の
要
望
で
登
場
し
た
。

　「
人
が
い
る
場
所
に
出
向
い
て
売
る
」

と
、
催
事
出
店
の
み
で
販
売
。
県
内
外

の
大
規
模
な
催
事
だ
け
で
な
く
、
毎
週

末
に
地
元
の
道
の
駅
に
出
店
す
る
ほ

か
、
幸
雄
さ
ん
と
幸
子
さ
ん
は
毎
月
、

佐
賀
県
と
宮
崎
県
に
も
出
張
。
定
期

出
店
に
固
定
客
も
多
く
、
幸
子
さ
ん

は〝
名
物
母
ち
ゃ
ん
〞と
し
て
各
所
で

人
気
だ
。
隣
町
か
ら
江
本
家
に
嫁
い
だ

知
子
さ
ん
は
温
和
で
し
っ
か
り
者
。
３

世
代
７
人
家
族
の
健
康
管
理
を
徹
底

す
る
ほ
か
、
１
日
平
均
50
〜
60
個
作
成

す
る「
漁
師
の
母
ち
ゃ
ん
弁
当
」を
担

当
。「
知
子
に
恵
ま
れ
た
蔵
」と
い
う
意

味
で
、加
工
品
部
門
の
屋
号「
知
恵
蔵
」

は
正
二
さ
ん
と
幸
子
さ
ん
が
命
名
し

た
。
正
二
さ
ん
の
経
理
ス
キ
ル
は「
専

門
家
に
帳
簿
を
見
て
も
ら
っ
た
ら
、
完

璧
だ
と
お
墨
付
き
を
い
た
だ
い
た
」と

家
族
も
脱
帽
。魚
を
扱
わ
せ
た
ら
江
本

家
一
と
い
う
高
校
生
の
長
男
・
壱
聖
さ

ん（
17
歳
）と
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
の
情
報
発
信
や
チ
ラ
シ
制
作

な
ど
に
長
け
て
い
る
中
学
生
の
次
男
・

一
心
さ
ん（
15
歳
）も
、
大
切
な
即
戦
力

だ
。

　「
家
族
全
員
、
自
分
の
担
当
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
。
誰
一
人
と
し
て
、
欠
け

ら
れ
て
は
困
る
存
在
で
す
」。

　
幸
雄
さ
ん
を
ト
ッ
プ
に
据
え
た『
国

見
水
産
』。い
つ
で
も
笑
顔
で
誇
り
高

く
仕
事
す
る
大
人
た
ち
の
姿
勢
は
、

「
後
を
継
ぎ
た
い
」と
次
世
代
の
子
ど

も
達
に
も
魅
力
的
に
映
っ
て
い
る
。

国見水産有限会社

国
見
水
産
有
限
会
社

国東市国見町竹田津3889　tel.0978-84-0754

代々漁師として生計を立ててきた先。法人の設立
は1972年。魚貝の売買を目的として、漁師をし
ながら鮮魚の仲買・卸を並行しようと江本正二
氏が発案。

2021年センター登録、2022年法人代表者交代

親

子

支援
内容

支援
効果

愛
情
と
結
束
と
ス
キ
ル
が

江
本
家
の
最
大
の
強
み
で
す

江
本 

幸
雄 

さ
ん

　 加工品が業績を伸ばす
なか、漁獲が減りつつある
タコ漁、定置網漁、ひじき
漁など、代々の漁も守り続
けている。
　老若男女に愛される加
工品「たこの唐揚げ」「味
付け酢だこ」、「たこ飯の
素」。
　手切りならではの絶妙
な大きさと独自の味付け、
こだわりの火入れで、多く
のファンに愛される加工品
が完成。

2022年10月取材

「
漁
業
と
地
域
の
将
来
の
た
め
に
」

家
族
総
出
で
同
じ
夢
に
突
き
進
む
。

事
業
承
継

ス
ト
ー
リ
ー

06

飛
躍
し
、将
来
の
後
継
者
も
育
て
る
親
族
内
承
継

承
継
タ
イ
プ

親
族
内

国
東
半
島
周
辺
の
豊
後
灘
を
拠
点
に
、先
祖
代
々
漁
師
を
生
業
と
し
て
き
た
江
本

家
。待
望
の
男
子
を
後
継
ぎ
と
し
て
育
て
上
げ
た
両
親
と
、継
ぐ
こ
と
に
迷
い
の
な

か
っ
た
長
男
を
中
心
に
、３
世
代
の
家
族
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の〝
長
〞と
し

て
、漁
業
と
家
族
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
力
を
発
揮
し
合
っ
て
い
る
。

継
い
で
ほ
し
い
か
ら
こ
そ
、

誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
き
た

江
本 

正
二
さ
ん

1

2

3

1

23

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉　

次
世
代
が
日
々
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
の

が
幸
せ
。「
私
ら
夫
婦
が
い
つ
引
退
し
て
も
、

大
丈
夫
」と
目
を
細
め
る
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉　

３
世
代
が
一
緒
に
暮
ら
す
江
本
家
。「
家
で
の
役
割
は
４
歳

に
な
る
娘
に
朝
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と（
笑
）」。

2017年「くにさきT-１グランプリ」
で優勝した「たこの唐揚げ」。定期
出店する催事には熱烈な常連客
の姿も。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ
せ
い

い
っ
し
ん

代
表
取
締
役
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　「
お
客
さ
ん
か
ら
直
接
、
感
謝
の
言

葉
を
か
け
て
も
ら
え
る
。
す
ご
く
素
敵

な
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
」。

　
高
原
秀
喜
さ
ん（
51
歳
）が
事
業
承

継
を
決
意
し
た
の
は
２
０
２
１
年
の
秋

頃
。
前
代
表
取
締
役
の
岡
澤
勇
樹
さ
ん

と
は
20
年
来
の
ゴ
ル
フ
仲
間
で
、
あ
る

時
、
本
人
の
口
か
ら「
事
業
譲
渡
を
検

討
し
て
い
る
」と
聞
か
さ
れ
た
時
だ
っ

た
。

　
初
代
か
ら
約
50
年
続
く
布
団
レ
ン
タ

ル
専
門
店『
お
き
お
か
』は
、
岡
澤
さ
ん

が
引
き
継
い
で
か
ら
も
大
分
市
内
を
中

心
に
企
業
や
イ
ベ
ン
ト
、
冠
婚
葬
祭
、

学
生
の
合
宿
等
を
取
引
先
と
し
て
安

定
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
た
。
し
か

し
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
は
も

ち
ろ
ん
、
企
業
研
修
や
合
宿
な
ど
は
軒

並
み
中
止
と
な
り
、
顧
客
数
は
変
わ
ら

ず
と
も
年
間
売
上
高
は
半
減
と
い
う
厳

し
い
状
況
に
。
高
原
さ
ん
が
事
業
承
継

を
決
意
し
て
会
社
を
早
期
退
職
し
た

の
も
、
そ
ん
な
状
況
下
で
の
こ
と
だ
っ

た
。
岡
澤
さ
ん
と
し
て
も
、
同
業
他
社

を
は
じ
め
数
社
と
面
談
を
行
っ
て
い
た

が
条
件
が
折
り
合
わ
ず
、
数
ヶ
月
経
っ

て
も
譲
渡
先
は
決
ま
ら
ず
に
焦
り
始
め

て
い
た
頃
、「
自
分
が
引
き
継
ぐ
」と
申

し
出
て
く
れ
た
高
原
さ
ん
に
事
業
を
託

す
こ
と
を
決
め
た
。

　「
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
な
ら
体
力
の
あ

る
今
だ
、
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

と
高
原
さ
ん
。
妻
の
淑
美
さ
ん（
51
歳
）

は「
子
ど
も
が
成
人
し
て
手
が
か
か
ら

な
く
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
せ
る
の
か
な
っ
て
思
っ
て
い
た
か

ら
、
打
ち
明
け
ら
れ
た
と
き
は
不
安
も

あ
り
ま
し
た
」と
言
い
つ
つ
も
、「
頑
張

り
屋
な
人
だ
か
ら
、
き
っ
と
大
丈
夫
で

す
」と
、
太
鼓
判
を
押
す
。

　
条
件
の
歩
み
寄
り
を
行
っ
た
の
ち
株

式
譲
渡
契
約
を
無
事
に
交
わ
し
、
２
０

２
２
年
４
月
、
新
し
い『
お
き
お
か
』が

始
動
し
た
。

50
年
来
の
顧
客
ニ
ー
ズ
を
守
り
な
が
ら

ア
イ
デ
ア
で
新
規
開
拓
に
挑
戦
す
る
。

承
継
を
決
意
し
た
き
っ
か
け
は

「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉

金融機関との連携を密にし、
合意後の協力関係も築いた

大分県事業承継・引継ぎ支援センター
に登録。 

譲渡条件の検討、ノンネームにて候補先
探しを開始。 

候補先数社とマッチングを支援。 

高原氏が譲渡先候補となり、当センター
にて不動産鑑定、譲渡条件の見直し等
を支援。

基本合意契約書を締結後、譲渡条件の
詳細を調整。

株式譲渡契約を締結（当センターにて
支援)。

株式譲渡完了。

2020年
11月

2020年
12月～

2021年
1月～10月
2021年
10月

2021年
12月～

2022年
2月

2022年
3月末

父の代から50余年続く事業を受け継いだ岡澤勇樹さ
ん（51歳）は、後継者不在で第三者への事業譲渡を
検討。当初はセンターからの紹介で面談を重ねたが
マッチングがうまくいかず、その後、高原さんに相談し
たところ今回の事業承継の話になった。「譲渡契約の
際には、専門的な知識をもつ専門家が間に入ること
が必要」とアドバイスし、センター主導で準備等の支
援を開始。メインバンクに対しても事業承継に係る協
力を要請し、スムーズに事業承継できた。

ノンネーム情報に掲載して譲受希望登録者を通じて
面談を重ねたが、コロナ禍の影響もあり売上高が減
少していたことから希望通りの譲渡条件ではマッチン
グできなかった。センターは譲渡条件の見直し等の
助言を行い、承継者と被承継者それぞれの希望や条
件の合意に至るまで粘り強く調整を行った。加えてメ
インバンクとの連携を密にして事業譲渡成約後の協
力についても取り付けた。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ

可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る

具体的な実務や承継スキームの他、
各種必要書類の準備等を支援

　「
売
り
上
げ
の
落
ち
込
み
を
挽
回
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
」。

　
高
原
さ
ん
が
可
能
性
を
見
出
し
た

の
は
、「
消
毒
」「
清
潔
」「
接
触
回
避
」

の
言
葉
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
こ
そ
の
戦
略
。
ア
イ
デ
ア
で

生
ま
れ
た
商
品「
置
き
布
団
」だ
。

　
従
来
は
布
団
の
種
類
ご
と
に
ま
と
め

て
取
引
先
に
納
入
し
て
い
た
が
、「
置
き

布
団
」の
最
大
の
違
い
は
、
個
包
装
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み

の
シ
ー
ツ
と
掃
除
機
を
か
け
て
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
を
噴
霧
し
た〝
抗

菌
仕
様
〞の
布
団
一
式
を
一
人
分
ず
つ
、

消
毒
済
み
の
袋
に
セ
ッ
ト
。
す
ぐ
に
使

う
分
と
倉
庫
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
分

を
納
入
し
、
回
収
と
補
充
の
際
も
倉
庫

内
で
の
作
業
で
完
結
す
る
、
と
い
う
シ

ス
テ
ム
だ
。

「
私
一
人
で
作
業
が
で
き
、
先
方
と
の
接

触
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、

コ
ロ
ナ
禍
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
、
取
引
先
に
営
業
を
か
け
る
と

想
像
以
上
に
好
評
で
し
た
」。

　
初
め
て
の
納
入
で一
度
に
60
セ
ッ
ト
の

注
文
が
く
る
な
ど
、
出
だ
し
は
順
調
。

企
業
や
冠
婚
葬
祭
の
ほ
か
、
帰
省
シ
ー

ズ
ン
に
は
一
般
家
庭
か
ら
の
注
文
も
見

込
め
る
。「
き
れ
い
な
布
団
で
清
潔
に
眠

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
声
を
か
け

ら
れ
る
た
び
に
、「
こ
の
選
択
は
間
違
っ

て
い
な
か
っ
た
」と
、
喜
び
を
噛
み
し
め

る
高
原
さ
ん
夫
妻
。
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
チ
ラ
シ
作
成
な
ど
広
告
宣
伝
を

強
化
す
る
予
定
。一
般
客
を
中
心
に
顧

客
数
を
の
ば
し
、「
雇
用
で
き
る
体
制

を
整
え
た
い
」と
事
業
拡
大
に
意
欲
を

燃
や
す
。

株式会社おきおか

大分市三川下1丁目6-28WINDOMノネット104　
tel.097-558-3166

創業から50年以上続くふとんレンタル専門店。承
継後、新たな戦略として清潔さにこだわった「置き
布団」システムを開発し、コロナ禍においてさらな
る顧客数獲得と売上高増に意欲を燃やす。

2020年センター登録、2022年事業引継ぎ

支援
内容

支援
効果

2022年8月取材

事
業
承
継

ス
ト
ー
リ
ー

07

双
方
の
意
向
を
尊
重
し
て
実
現
し
た
第
三
者
承
継

承
継
タ
イ
プ

第
三
者

取
引
件
数
横
ば
い
、
売
上
半
減
と
い
う
コ
ロ
ナ
禍
の
逆
境
に
あ
え
て
立
ち
向
か
い
、

50
年
来
の
専
門
店
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
布
団
レ
ン
タ
ル
の
新
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。

「
き
れ
い
な
布
団
で
眠
る
こ
と
が
で
き
た
」「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
を
糧
に
、
徹
底

し
た〝
抗
菌
〞〝
安
心
〞で
顧
客
増
を
狙
っ
て
い
く
。

　回収してすべての布団
に次亜塩素酸ナトリウム液
を噴霧して消毒を施すの
は、承継後に新たに始め
た仕事内容の一つ。
　注文が入ると清潔に保
管していたふとんを要望通
りにセット。倉庫内の作業
のため、繁忙期の夏場は
体力勝負だ。
　倉庫から至近の場所に
借りた事務所で、顧客デー
タや注文状況を管理。

1

2

3

1

23

抗菌した布団とシーツを１人分ずつ、
抗菌袋にセットした「置き布団」。人との
接触を極力減らすために考案した。

新
商
品
開
発
と
広
告
戦
略
で
販
路
を
広
げ
、

コロ
ナ
禍
を
生
き
抜
く
体
力
を
強
化
し
た
い

高
原 

秀
喜
さ
ん

岡
澤 

勇
樹
さ
ん

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉

福
岡
県
出
身
。
就
職
の
た
め
大
分
に
来
て
約
30
年
、
将
来

性
に
期
待
し
て
早
期
退
職
し
、
事
業
を
受
け
継
い
だ
。

株
式
会
社
お
き
お
か

被
承継者

承継者

代
表
取
締
役

1718



　
佐
伯
市
の
特
産
品「
ご
ま
だ
し
」を

全
国
区
に
押
し
上
げ
る
た
め
に
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た『
め
ば
る
』。

２
０
０
４
年
、
代
表
の
桑
原
政
子
さ
ん

（
73
歳
）を
含
む
３
人
の〝
浜
の
お
母
さ

ん
〞で
発
足
し
、
当
初
は
活
魚
や
鮮
魚

を
朝
市
な
ど
で
販
売
す
る
の
が
主
な

活
動
だ
っ
た
。

　「
い
ざ
、
魚
を
売
っ
て
み
る
と
、
三
枚

お
ろ
し
が
で
き
な
い
人
の
多
さ
に
驚
い

た
ん
で
す
。
生
の
魚
を
買
っ
て
も
ら
え

な
い
の
な
ら
口
元
ま
で
運
べ
る
商
品
を

作
ろ
う
、
と
考
え
た
の
が
加
工
品
を
始

め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」。
そ

こ
で
、
当
時
は
ま
だ
県
内
は
お
ろ
か
佐

伯
市
内
で
も
限
ら
れ
た
地
区
で
し
か

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た「
ご
ま
だ
し
」の

商
品
化
に
着
目
。
祖
母
や
母
が
い
つ
も

作
っ
て
く
れ
て
い
た
味
、
そ
し
て
自
ら

も
日
常
の
家
族
の
食
卓
で
作
っ
て
き
た

味
。
ず
っ
と
地
元
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
味
を
、『
め
ば
る
』の
主
力
商
品「
佐

伯
ご
ま
だ
し
」と
し
て
世
に
出
し
た
。

　
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
談
会
・
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
な
ど
、
知
名
度
が
ま
っ
た

く
な
い
時
代
か
ら
懸
命
に
普
及
活
動

を
続
け
て
き
た
努
力
の
証
。
調
味
料

選
手
権
で
の
最
優
秀
賞
獲
得
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
方
面
で
高
い
評
価
を
得
た
。

　「
将
来
、
も
っ
と
大
き
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

今
ま
で
の〝
お
ば
さ
ん
力
〞だ
け
で
は

ダ
メ
。
変
わ
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
、

後
継
者
を
探
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

　
一
時
は
地
元
事
業
者
と
の
交
渉
を

試
み
た
が
合
意
に
至
ら
ず
、
そ
の
後
、

２
０
２
１
年
夏
か
ら
工
場
長
と
し
て

『
め
ば
る
』に
勤
務
し
て
い
た
小
谷
晃

文
さ
ん（
42
歳
）に
承
継
を
打
診
。
入

社
間
も
な
い
頃
か
ら
働
き
ぶ
り
を
評

価
し
、「
こ
の
人
な
ら
」と
確
信
し
て
い

た
小
谷
さ
ん
に
事
業
を
託
し
た
。

　「
桑
原
さ
ん
と
は
根
本
的
な
価
値
観

〝
浜
の
お
母
さ
ん
〞の
技
と
意
志
を

新
た
な
視
点
で
受
け
継
ぎ
、飛
躍
へ
。

承継後の事業運営強化のため、
前代表との顧問契約を進言

大分県事業承継・引継ぎ支援センター
に登録。

譲渡先候補との譲渡条件の検討、マッ
チング支援を開始。

工場長として小谷氏が入社。

桑原代表と小谷氏の間で事業承継に
関する意思確認。

顧問税理士による譲渡スキーム、条件の
調整。事業譲渡契約書等の作成支援を
開始。

事業譲渡契約を締結。株式会社に組織
変更。

事業譲渡完了。

2020年
10月

2020年
10月～

2021年
7月

2021年
10月

2022年
2月～

2022年
3月

2022年
6月

2020年10月、後継者不在のため地元事業者との事
業承継案件としてセンターに支援を依頼。最終的な
条件が合わず破談となったが、当時、工場長の小谷
氏へ承継を打診したところ了承を得たことで再度支
援を開始した。登録時点でスキームの構築及び譲渡
条件の検討を実施していたことで、小谷氏との交渉は
顧問税理士を中心に順調に進み、2022年３月に持
分譲渡を完了。事業拡大に向けて株式会社へ組織
変更し、６月には桑原氏と顧問契約を締結した。

初めての「合同会社」の事業譲渡案件であり、対応に
注意。実務を顧問税理士が行い、センターは具体的
なスケジュール立案、状況把握、関係者への連絡、進
捗管理を中心に支援を行なった。他に、承継後の事
業運営について、前代表との顧問契約を進言し、体
制づくりを支援。これまで順調に販路を拡大してきた
「ごまだし」をはじめ、さらなる事業拡大に向けて現
在、承継者・被承継者が二人三脚で邁進中だ。

唯
一
の
旨
さ
を
受
け
継
ぐ

〝
研
究
者
〞の
新
た
な
挑
戦

持分譲渡、組織変更を完了し、
さらなる事業拡大に向け支援

が
似
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
、

そ
の
お
眼
鏡
に
か
な
う
な
ら
や
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

　
大
学
で
水
産
養
殖
を
学
ん
だ
後
、

大
手
水
産
加
工
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し

て
い
た
小
谷
さ
ん
。「
フ
ァ
ン
が
た
く
さ

ん
い
る
会
社
で
あ
り
商
品
な
の
で
、
ま

ず
は
そ
の
魅
力
と
は
何
な
の
か
を
自

分
の
腑
に
落
ち
る
ま
で
徹
底
的
に
調

べ
ま
し
た
」。
ま
ず
は
、
研
究
者
と
し
て

の
知
識
と
経
験
を
も
と
に
、「
ご
ま
だ

し
」を
分
析
。
そ
こ
で
得
た
お
い
し
さ

の
理
由
は
、「
魚
の
イ
ヤ
な
臭
い（
忌
避

物
質
）の
元
に
な
る
皮
や
内
臓
を
徹

底
的
に
取
り
除
い
て
い
る
」と
い
う
こ

と
。
新
鮮
な
魚
が
原
料
で
あ
る
こ
と
は

第
一
条
件
だ
が
、
そ
の
扱
い
方
そ
の
も

の
が
、
唯
一
の
旨
さ
を
実
現
し
て
い
る

の
だ
と
い
う
。「
そ
ん
な
難
し
い
こ
と
は

考
え
た
こ
と
が
な
く
て
、
た
だ
、
早
く

捌
い
て
、
焼
い
て
、
皮
を
と
っ
て
、
身
を

ほ
ぐ
し
て
っ
て
い
う
昔
か
ら
の
作
業
を

続
け
て
き
た
だ
け
」と
桑
原
さ
ん
。
漁

村
の
知
恵
と
経
験
が
、
小
谷
さ
ん
か
ら

見
れ
ば
、
図
ら
ず
も
他
社
の
商
品
と

の
差
別
化
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
だ
。
作
り
手
の
姿
が
見
え
る
安
心

感
と
、「
絶
対
的
な
お
い
し
さ
」と
い
う

自
信
の
裏
付
け
に
な
っ
た
。

　
漁
村
の
女
性
た
ち
が
生
き
生
き
と

元
気
に
働
け
る
場
所
を
守
り
、
旬
の

魚
を
使
っ
た
季
節
商
品
を
開
発
し
て

地
域
活
性
へ
と
結
び
つ
け
る
。
顧
問
と

な
っ
た
桑
原
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
も
受
け

継
ぎ
、『
め
ば
る
』を
将
来
的
に
も
っ
と

発
展
さ
せ
る
と
い
う
使
命
を
確
実
に
、

誠
実
に
、
実
現
し
て
い
く
。

株式会社漁村女性グループめばる

佐伯市鶴見沖松浦1384-2　tel.0972-33-0274

2004年創業、2011年に法人化して合同会社とな
る。様 な々メディアで紹介される「ごまだし」は全国に
根強いファンをもつ。現在、新商品開発や販路拡大
にも積極的に取り組んでいる。

2020年センター登録、2022年事業引継ぎ

支援
内容

支援
効果

2022年9月取材

事
業
承
継

ス
ト
ー
リ
ー

08

漁
村
の
地
域
資
源
と
雇
用
を
守
る
第
三
者
承
継

承
継
タ
イ
プ

第
三
者

魚
食
普
及
、
付
加
価
値
、
地
域
活
性
、
雇
用
。
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
、〝
漁
村
の

お
母
さ
ん
た
ち
〞が
立
ち
上
げ
た
水
産
加
工
グ
ル
ー
プ
が
、
全
国
的
に
高
い
評
価
を

得
る
ま
で
成
長
し
た
の
は
、
ぶ
れ
ず
に
突
き
進
ん
で
き
た
証
。
さ
ら
な
る
飛
躍
の
夢

を
託
せ
る
後
継
者
と
巡
り
合
い
、
新
た
な
道
を
開
拓
し
て
い
く
。

　親子ほど年が離れた小
谷さんと桑原さんだが、「仕
事への向き合い方や価値
観が似ている」からか、距
離感が絶妙。
　「ごまだし」をはじめ、多
彩な商品を作る加工場。
衛生管理や原料の扱い方
なども小谷さんにとっては
お手の物だ。
　年間約６万本を製造し
ているロングセラーの「佐
伯ごまだし」。

1

2

3

1

23

定番の「ごまだし」と「ふりかけ」。ハモや
カマスなど旬の魚で作る季節商品「ごま
だし＋（プラス）」も好評だ。

唯
一の
お
い
し
さ
に
は
、

長
年
の
漁
村
の
知
恵
が
生
き
て
い
た

小
谷 

晃
文
さ
ん

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉

兵
庫
県
出
身
。
大
手
水
産
加
工
メ
ー
カ
ー
に
就
職
後
に
現

職
。「
子
育
て
に
は
い
い
環
境
」と
、
２
児
の
父
の
顔
も
。

株
式
会
社
漁
村
女
性
グ
ル
ー
プ
め
ば
る

被
承継者

承継者

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
変
化
が
必
要

こ
の
人
な
ら
、と
確
信
し
ま
し
た

桑
原 

政
子
さ
ん

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉　

１
９
４
８
年
生
ま
れ
、旧
南
海
部
郡（
現
佐
伯
市
）

鶴
見
出
身
。信
条
は「
勝
た
な
く
て
も
い
い
、で
も
、

負
け
な
い
！
」。

漁
村
の
女
性
の
元
気
さ
と

伝
統
の
味
を
強
み
に
邁
進

り
ょ
く

代
表
取
締
役

1920



　
２
０
１
１
年
の
消
防
法
改
正
に
よ

り
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
40
年
以
上

を
経
過
し
た
地
下
タ
ン
ク
は
改
修
が
必

要
と
な
っ
た
。
高
額
な
費
用
の
負
担
に

加
え
、
電
気
自
動
車
の
普
及
推
進
、
若

者
の
自
動
車
離
れ
も
進
み
、
特
に
過
疎

地
で
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
存
続
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
田
地
区
も
例
外
で
は
な
く
、
地
域

唯
一
の『
小
関
石
油
』は
地
下
タ
ン
ク
更

新
期
日
前
に
廃
業
を
検
討
。
高
齢
化

率
55
％
で
、
交
通
手
段
を
持
た
な
い一
人

暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
が

多
い
地
域
だ
け
に
、
お
湯
を
沸
か
す
ボ

イ
ラ
ー
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
使
用
す
る

灯
油
の
配
達
を
担
っ
て
い
た
同
店
が
無

く
な
れ
ば
、
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
に
な
る
。
基
幹
産
業
の
農
業
の
ほ
か
、

林
業
や
建
設
業
も
近
場
で
重
機
へ
の
給

油
等
が
で
き
な
い
と
な
る
と
、
大
き
な

痛
手
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
住
民

に
よ
る「
大
田
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議

会
」。
発
足
か
ら
12
年
、
常
に
地
域
の

困
り
ご
と
を
皆
で
解
決
し
て
き
た
同
会

は
、「
高
齢
者
の
た
め
に
灯
油
配
達
だ

け
は
続
け
よ
う
」と
、
実
現
に
向
け
て

動
き
出
し
た
の
だ
っ
た
。「
無
く
な
る
と

困
る
、
と
い
う
の
が
皆
の
共
通
の
思
い

で
し
た
。
で
も
、
危
険
物
だ
か
ら
協
議

会
で
は
販
売
で
き
な
い
と
わ
か
り
、
そ

う
簡
単
な
話
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
」

と
語
る
の
は
、
協
議
会
会
長
を
務
め
て

い
る
吉
廣
和
男
さ
ん（
67
歳
）。
商
工
会

に
相
談
し
、
ま
ず
は
危
険
物
販
売
と
い

う
大
き
な
課
題
の
解
決
策
と
し
て
法
人

設
立
を
提
案
さ
れ
た
。

「
協
議
会
に
は
退
職
や
Ｕ
タ
ー
ン
組
で
、

危
険
物
取
り
扱
い
の
資
格
を
も
っ
て
い

る
と
い
う
心
強
い
メ
ン
ツ
が
揃
っ
て
い
た

ん
で
す
。
5
人
が
加
勢
す
る
と
言
っ
て

く
れ
た
の
で
、
会
社
を
作
っ
て
一
緒
に
運

営
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
方
向
性
が
決

ま
り
ま
し
た
」。

消
滅
危
機
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

住
民
＆
各
種
関
係
機
関
の

連
携
で
守
る
。

地域唯一のガソリンスタンドが
各種関係機関の協力で守られた

杵築商工会大田支所からの紹介で、事
業承継の相談受付。

「大田ふるさとづくり協議会」が事業承
継の検討開始。事業継続のため、組織
構築、事業運営見直し等、経営計画10
年を作成。

事業承継会社として、「合同会社おおた
夢楽」を設立。

ガバメントクラウドファンディングによる
資金調達。

合同会社おおた夢楽、大田SSとして事
業開始。

事業承継支援完了。

2021年
7月

2021年
8月

2021年
11月

2021年
11月25日
～2022年
2月23日

2022年
2月

2022年
3月

事業承継の相談受付後、当センターは協力関係機関
の中心となって、各機関との交渉や意見調整、とりまと
めを行った。そして、中小企業診断士による経営計画
作成支援、司法書士による会社設立手続き支援、社
会保険労務士による会社設立後の規定等の整備支
援、税理士による事業譲渡に係る税金の相談等を踏
まえて、定期的に課題解決のための協議を継続的に
実施した。地域住民と行政、関係機関の協力を得て
事業承継を実現した。

杵築市大田地域で唯一のガソリンスタンドが事業承
継されたことで、一人暮らしの高齢者や夫婦のみの
世帯が石油ファンヒーターやボイラーに使用する灯
油調達に困ることがなくなった。また、基幹産業であ
る農業用の機械やビニールハウスへの加温設備への
給油、林業や建設業に使用する重機への給油にも支
障を来すことがなくなった。地域の産業だけでなく、そ
こに暮らす人々の生活が守られた意義は大きい。

〝
夢
が
あ
っ
て
楽
し
い
場
所
〞を

地
域
の
新
た
な
拠
点
に

事業承継に係る課題解決に
向けて、各種専門家派遣により
事業承継を実現

　「
ま
ず
は
10
年
頑
張
ろ
う
、
と
い
う

経
営
計
画
を
専
門
家
に
作
成
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
、
後
押
し
に
な
り
ま
し

た
」。
　
　

　
吉
廣
さ
ん
を
代
表
社
員
に
、
経
営
権

を
も
つ
中
山
田
秀
俊
さ
ん（
66
歳
）、
小

野
本
良
二
さ
ん（
63
歳
）、
古
庄
顕
三
さ

ん（
50
歳
）、
前
経
営
者
の
小
関
隆
範
さ

ん（
81
歳
）の
５
人
が
業
務
執
行
社
員

と
な
っ
て
設
立
し
た『
お
お
た
夢
楽
』。

次
の
課
題
と
な
る
地
下
タ
ン
ク
改
修
費

用
約
５
０
０
万
円
の
調
達
は
、
３
分
の

２
は
国
の
補
助
金
を
利
用
し
、
残
り
の

自
己
負
担
分
は
ふ
る
さ
と
納
税
の「
ガ

バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）」利
用
で
解
決
で
き
た
。「
予

想
以
上
の
寄
付
と
、
地
元
を
応
援
し
た

い
と
い
う
思
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

返
礼
品
な
し
を
選
択
し
た
１
３
９
名
に

は
、
大
田
に
ゆ
か
り
の
あ
る
女
優
の
財

前
直
見
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
地
域
の

女
性
グ
ル
ー
プ
と
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
制
作

し
、
お
礼
状
と
地
元
広
報
誌
等
を
添

え
て
贈
っ
た
。

　
石
油
関
連
企
業
、
商
工
会
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
、
住
民
、
地
域
出
身
者

等
々
、
多
方
面
に
支
え
ら
れ
好
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
同
社
。
地
域
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た
灯
油
配
達

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
高
齢
者
へ
の
見

守
り
を
強
化
す
る
た
め
大
田
地
域
の

事
業
所
23
社
と
協
議
会
と
で「
大
田
地

域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」協
定
も
結

ん
だ
。

　「
今
以
上
に
、
住
民
の
皆
が
気
軽
に

集
ま
り
、
支
え
合
う
、
地
域
の
拠
点
に

し
て
い
き
た
い
」。
周
囲
の
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
実
現
し
た
承
継
。
地
元
愛
を
最

大
の
強
み
に
、〝
夢
が
あ
っ
て
楽
し
い
場

所
〞を
目
指
し
て
い
く
。

合同会社おおた夢楽
む ら

杵築市大田沓掛2603番地1　tel.0978-52-3980

住民自治協議会「大田ふるさとづくり協議会」から
生まれた合同会社。ガソリン・軽油、灯油の販売継
続を実現するとともに、地域に暮らす高齢者宅の“見
守り”を兼ねた灯油配達システムを実施している。

2021年センター登録、2022年承継完了

支援
内容

支援
効果

2022年11月取材

事
業
承
継

ス
ト
ー
リ
ー

09

地
域
唯
一
の
Ｇ
Ｓ
存
続
を
か
け
た
第
三
者
承
継

承
継
タ
イ
プ

第
三
者

50
年
以
上
に
渡
り
地
域
の
生
活
基
盤
を
守
っ
て
き
た『
小
関
石
油
』。
80
歳
を
超
え

た
店
主
夫
妻
が
廃
業
を
検
討
し
て
い
た
な
か
、「
無
く
し
ち
ゃ
困
る
！
」と
立
ち
上

が
っ
た
住
民
自
治
協
議
会
を
中
心
に
、石
油
関
連
企
業
、行
政
等
が
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
唯
一
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
存
続
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
し
た
。

　GCF寄付金の一部を利
用して、パソコンやプリン
ター、電話等の機器導入
や、老朽化した施設の改
修等も実施。
　前経営者時代と変わら
ず、ガソリンと軽油、灯油
を販売する地域唯一のガ
ソリンスタンド『おおた夢
楽』。
　地域住民とのコミュニ
ケーションを兼ねた冬期の
灯油配達。２週間に１回、
各エリアを巡回する。

1

2

3

1

23

女優の財前直見さんに協力してもらっ
て制作した“GCF返礼品プロジェクト”
のハーバリウム。

地
域
の
困
り
ご
と
は
、

いつ
も
皆
で
解
決
し
て
き
た

吉
廣 

和
男
さ
ん

〈
プ
ロ
フィ
ー
ル
〉

「
お
お
た
夢
楽
」代
表
社
員
。
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
・

大
田
に
貢
献
す
る
た
め
、
仲
間
と
と
も
に
奮
闘
中
。

合
同
会
社
お
お
た
夢
楽

承継者

地
域
の
生
活
基
盤
を
守
る
た
め

住
民
に
よ
る
自
治
協
が
動
い
た

代
表
社
員

む
　
　
ら

む
ら

2122



自
他
共
に
認
め
る〝
熱
い
男
〞が

仕
事
に
や
り
が
い
を
見
出
し
た

地
域
の
高
齢
者
の
た
め
に
、

が
む
し
ゃ
ら
に
突
き
進
む

　地域には独居の高齢者が多く、コロナ禍が１日
中誰とも話しをしない状態に拍車をかけた。「商
品のことだけでなく、いろんな困りごとがあった時
に気軽に連絡してもらいたくて、スクリーン付きの
スマートスピーカーを使った事業を思いついた。
友達や家族とも顔を見ながら会話ができるから、
きっと喜んでもらえるはず」と語る。
　高齢者は新しい機械の操作を覚えるのが難し
いというイメージがあるが、理解してもらえるまで
懇切丁寧に説明し、理解してもらったあとも「使い
方を忘れた」と連絡が入ればすぐに対応してきた
陽洸さん。常日頃からの関係性が構築されている
からこそ、「絶対にできると確信した」。　“地元
シェア100％”の足掛かりになると期待を込める
新事業。顧客の半数以上にのぼる独居もしくは
高齢者のみの世帯への普及を進めるために、認
知度アップにも積極的に取り組んでいく。

新しい取り組みの壁を越える
密な関係性が強みに

パナポートクツカケ

株式会社
パナポートクツカケ
専務取締役

第2回
アトツギ甲子園
ファイナリスト

沓掛陽洸 さん

豊後大野市大野町田中2375-3　
tel.0974-34-2103

創業70年の家電販売店。主に地元の顧
客を対象に、一般家電の取り扱いから、リ
フォームの相談まで幅広く対応している。
ケーブルテレビ事業の事務所も併設。

周囲の応援を改めて感じた決勝大会。緊張しながらも、
熱い思いを込めて全力でプレゼンした。

離れた所でも
顔を見ながら
コミュニケーシ
ョンができる。

新事業

2022年10月取材

〝
顔
が
見
え
る
〞サ
ー
ビ
ス
で

地
元
シ
ェ
ア
１
０
０
％
に
挑
戦
！

39
歳
以
下
の
後
継
者
と
後
継
予
定
者
を
対
象
に
、新
規
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
競
う
、中
小
企
業

庁
主
催
の「
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
」。２
回
目
と
な
る
今
回
、
10
人
の
県
内
出
場
者
の
中
で
唯
一
決
勝

大
会
ま
で
残
っ
た
ア
ト
ツ
ギ
に
、当
日
の
様
子
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、話
を
聞
い
た
。

特集インタビュー

沓掛陽洸 さん
〈プロフィール〉　
趣味を聞くと「仕事！」と
即答。「仕事で感謝され
る人間になれて嬉しい」
と語る。

アトツギ甲子園！！　とは
「アトツギ甲子園」とは、先代経営者がこれまでに培ってきた人材やノウハウ等の
経営資源を活かしつつ、「新たに提供できる製品やサービスは何か」、「いま起こっ
ている社会課題を解決するために貢献できることは何か」、「自分自身が熱狂でき
るビジネスは何か」、自問自答した先にある新規事業アイデアを、全国各地から集
まった後継者が発表する舞台です。
第3回を迎える今年度は、西日本・中日本・東日本の3ブロックで地方予選大会を
設け、地方予選大会を勝ち抜いた後継者が集う決勝大会（ファイナル）を開催し、
最優秀賞受賞者には中小企業庁長官賞が授与されます。 

明るく人懐っこい雰囲気の陽洸さん。地元の
高齢者も自分の孫のようにかわいがってくれ
ている。

くつかけ ようこう

　
２
０
２
２
年
春
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回

「
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
」。
豊
後
大
野
市
の
家

電
販
売
店『
パ
ナ
ポ
ー
ト
ク
ツ
カ
ケ
』の
ア

ト
ツ
ギ
、
沓
掛
陽
洸
さ
ん（
32
歳
）は
総

勢
１
３
８
人
の
中
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
15

人
の
一
人
に
選
ば
れ
た
。

　
挑
戦
の
き
っ
か
け
は
、
地
元
商
工
会
担

当
者
の
言
葉
。「
私
の
知
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、

断
ト
ツ
で
熱
い
人
は
陽
洸
さ
ん
だ
と
思
っ

た
か
ら
、
声
を
か
け
ま
し
た
」。
大
会
の
存

在
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
陽
洸
さ
ん
は
、
そ

の
言
葉
を
受
け
て
出
場
を
決
め
た
。

　
勉
強
嫌
い
だ
っ
た
学
生
時
代
、
夢
は
漠

然
と「
お
笑
い
芸
人
に
な
る
こ
と
」。
高
校

卒
業
後
、
県
内
で
就
職
し
た
が
１
年
で
辞

め
、
そ
れ
か
ら
は
実
家
暮
ら
し
で「
ほ
ぼ

ニ
ー
ト
だ
っ
た
」と
振
り
返
る
。「
や
る
こ
と

と
言
え
ば
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
格
闘
技
だ
け
。
20

代
半
ば
に
な
る
と
周
囲
の
目
が
気
に
な
り

始
め
て
、
日
々
に
も
飽
き
た
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
み
よ
う
か
と
思
っ

て
」。
家
業
を
継
ぐ
つ
も
り
も
な
か
っ
た
が
、

お
客
さ
ん
の「
あ
り
が
と
う
」で
初
め
て
仕

事
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
。「
お
客
さ
ん
と
と

こ
と
ん
話
し
を
し
て
誠
実
に
働
け
ば
、
感

謝
し
て
く
れ
る
。
仕
事
で
き
る
こ
と
が
、
何

よ
り
も
嬉
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」。

　
少
子
化
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
な

か
、地
域
の
た
め
に
電
気
店
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
模
索
し
、量
販
店
や
ネ
ッ
ト
通
販

に
負
け
な
い
独
自
路
線
を
作
る
。そ
の
答
え

の
一つ
が
、地
域
高
齢
者
へ
の
ス
ク
リ
ー
ン
付

き
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー（
音
声
で
操
作
で

き
る
情
報
端
末
）を
活
用
し
た
新
規
事
業

だ
。互
い
に
顔
を
見
な
が
ら
話
し
、配
達
や

修
理
を
気
軽
に
依
頼
で
き
る
便
利
な
ツ
ー

ル
を
提
供
し
、自
店
の
み
な
ら
ず
家
族
や

友
人
と
の
会
話
や
連
絡
に
も
役
立
て
て
も

ら
う
こ
と
を
想
定
し
た
。

　「
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
」で
発
表
し
た
こ
の

取
り
組
み
の
タ
イ
ト
ル
は「
限
界
集
落
で

も
限
界
は
な
い
〜
路
上
の
伝
説
か
ら
宅
内

の
電
設
へ
」。熱
い
思
い
と
ア
イ
デ
ア
を
表

現
す
る
の
が
苦
手
だ
っ
た
陽
洸
さ
ん
は
、セ

ン
タ
ー
や
商
工
会
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

て
、徐
々
に
形
に
し
て
い
っ
た
。

　「
当
日
は
１
位
し
か
な
い
と
思
っ
て
会
場

に
乗
り
込
ん
だ
け
ど
、自
分
で
も
び
っ
く
り

す
る
く
ら
い
緊
張
し
ま
し
た
。３
分
と
い
う

時
間
制
限
で
オ
ー
バ
ー
し
た
ら
即
終
了
。み

ん
な
の
応
援
を
改
め
て
感
じ
、こ
こ
で
自
分

が
失
敗
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
気

持
ち
が
出
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね（
笑
）」。

　
で
き
る
限
り
の
時
間
を
か
け
て
顧
客
と

密
に
接
し
て
き
た
陽
洸
さ
ん
。「
音
声
で
操

作
で
き
る
か
ら
お
年
寄
り
で
も
大
丈
夫
。

絶
対
に
役
に
立
て
る
」。彼
だ
か
ら
こ
そ
実

現
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
評
価
さ
れ

た
。

　
経
験
を
重
ね
る
ご
と
に
、仕
事
に
や
り

が
い
を
見
出
し
て
き
た
３
代
目
は
、目
指
し

て
い
る
将
来
像
も
明
確
だ
。

　「
将
来
の
目
標
は
、豊
後
大
野
市
シ
ェ
ア

１
０
０
％
。お
客
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
密
に

付
き
合
い
、さ
さ
い
な
要
望
に
も
応
え
て
あ

げ
ら
れ
る
マ
チ
の
電
気
店
と
し
て
、量
販
店

や
ネ
ッ
ト
通
販
に
は
絶
対
に
負
け
な
い
自

信
が
あ
り
ま
す
！
」

詳細は公式サイトへ！

＜最優秀賞特典＞

＜ファイナリスト特典＞

◉中小企業庁長官賞授与

◉大手メディア掲載の可能性あり
◉前回優勝者はForbes JAPANに掲載

● 公式サイト特設ページに取材記事掲載
● 決勝大会で、オーディエンスに前でプレゼン
● 豪華審査員からのアドバイス
● 事業ブラッシュアップのメンタリングの機会提供

公式サイト特設ページほか

経済産業省HPより
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あらゆるパターンのご相談に対応しています
公式ホームページ

大分県後継者
人材バンク

登録は
こちらから

公式HP YouTube

「大分県後継者人材バンク」は、創業を目指
す起業家、経験や技術を生かして独立したい
方、事業意欲・経営意欲のある県内へのＵ
ターン・Ｉターン希望者と後継者不在の会社
や個人事業主を引き合わせ、創業と事業引
継ぎの実現に向けた支援を行います。

インターネット上のポータルサイトです。これから事業承継に取り組も
うとしている中小企業の経営者や後継者、支援機関等の皆様を対
象に、当センターの支援内容から支援事例紹介、相談会案内などの
他、各種資料ダウンロード、オンラインでのお問い合わせに対応して
います。スタッフによるブログも随時更新中です！

公式ＳＮＳで最新情報をお届け
当センターの最新情報は、ソーシャルメディアでも発信しています。
こちらも、是非、フォローをよろしくお願いします。

無料メールマガジン
「おおいた事業承継・引継ぎニュース」（定期便・臨時便）

「おおいた事業承継・引継ぎニュース」
事業承継に関するホットな話題や当センター
の活動内容などをタイムリーにお届けするメー
ルマガジンを配信しています。月１回配信の定
期便、不定期配信の臨時便があります。登録は
「無料」です。いつでも配信解除できますので、
お気軽にご登録下さい。

大分県事業承継新聞（年４回発行）
当センターが、３ヶ月に１回
発行しているＢ４サイズ（カ
ラー２p）の広報誌です。そ
の時々の最新トピックスを
始め、当センターの活動内
容、事業承継対策に関する
解説など、お役に立てる情
報を様々な角度からお届け
しています。バックナンバー
電子版（ＰＤＦ）は、当センタ
ーホームページで公開して
います。

YouTube 公式チャンネル
当センターの支援内容や、税理士・弁護士による事業承継の基礎
知識解説を、動画でわかりやすくご紹介しています。また、当センター
で支援した事業者へのインタビュー（体験談）を中心とした事業承
継事例動画も好評配信中です。

創業希望者

経験や技術を生かして
独立したい方、事業意
欲・経営意欲のあるＵ・
Ｉターン希望者など

後継者人材バンク 後継者不在の
事業者　

「起業」と「事業承継」の２
つを同時に実現し、後継
者不在の事業者の後継者
づくりを支援しています

後継者不在の法人
や個人事業主

大分県事業承継・引継ぎ支援センター
大分県事業承継・引継ぎ支援センターは、国が設置する公的相談窓口です。
親族内への承継も、第三者への引継ぎも、県内中小企業の事業承継に関する
あらゆるご相談に対応します。

第三者承継（M＆A）

第三者（企業や創業希望者
等）への株式譲渡や事業譲渡
による承継

従業員承継

親族以外の役員や従業員
などへの承継

親族内承継

現経営者の子をはじめとし
た親族に承継

第三者承継（M＆A）の支援
事業引継ぎに関するあらゆる相談をお受けしています。
民間機関を活用してM＆Aを実行する際のセカンドオピニオ
ンとすることもできます。

【相談例】
●親族内にも会社内にも後継者がいないので、引継ぎ先を探して欲しい。
●事業を引き継いでくれる相手がいるが、具体的な進め方がわからない。
●新しい分野への進出を考えており、M＆Aによる事業拡大をはかりたい。
●事業譲渡や事業譲受で活用できる支援策や専門家等を紹介して欲しい。
●大分県にＵターンして、後継者不在の会社を引継ぎたい。

【支援内容】
●譲渡（売り）希望者
中小企業の方の依頼にお応えして、譲渡の進め方のアドバイスや譲
渡先の紹介、譲渡条件等のすり合わせの他、各種書類作成などに必
要な専門家の紹介を行います。（無料、回数制限あり）
また、当センターに登録された民間Ｍ＆Ａ仲介業者、金融機関等の
紹介も行い、譲渡企業にマッチした譲受企業を紹介し、マッチング及
び譲渡契約成約までを支援します。ただし、この場合は有償です。
●譲受（買い）希望者
当センターに登録されている譲渡希望事業者の情報をノンネーム情
報（会社名等を匿名とした譲渡情報の概要）として定期的にご案内
します。希望条件が合えば、マッチングまでの支援を行います。
●相手が決まっている場合のアドバイス
引継ぎ先が決まっている場合、譲渡や譲受にあたっての一連の手続
きや契約書作成等のアドバイスを実施しています。外部専門家（弁護
士、税理士等）への相談も可能です。（無料、回数制限あり）

親族内の承継の支援
地域の商工会・商工会議所・金融機関と連携し、「事業承継
診断」等による事業承継の早期・計画的な準備の働きかけを
行うとともに、「事業承継計画」策定支援を通じ、事業承継に関
するお悩みや課題解決のサポートを行います。

【相談例】
●子供に事業を継ぎたいが、何から始めたらよいのかわからない。
●事業承継にあたっての経営改善、後継者教育はどう進めたら良いか？
●自社株や個人資産を、後継者に円滑に贈与、相続していくにはどうすべきか？
●事業承継税制などの支援策の活用方法について知りたい。
●経営者保証が事業承継の阻害要因になっており、どう対応したらよいか？

役員・従業員承継の支援
譲渡の進め方のアドバイスや、譲渡条件等のすり合わせの他、
各種書類作成などに必要な専門家（税理士・弁護士等）の紹
介も行っています。
また、親族内承継と同様、事業承継計画書の策定も支援して
います。（無料、回数制限あり）

【支援内容】
当センターの登録専門家（税理士、弁護士、中小企業診断士等）と
連携して、事業承継にあたっての課題を整理し、経営者・後継者（候
補）と一緒になって解決策を検討します。
事業承継計画書の策定を通して、事業承継の実現から事業承継後
の取り組みまで、円滑な事業承継を実現するための具体的な道筋を
明確化する支援を行います。（無料、回数制限あり）

事業承継・引継ぎ支援センター

マッチング成立

支援内容や支援事例、最新の情報については、
さまざまなメディアを通してお知らせしています。

大分県事業承継・引継ぎ事例集

相
談
・
登
録

引
き
合
わ
せ

相談無料
秘密厳守

公的機関
なので安心して
ご相談

いただけます

事業承継・
引継ぎを

ワンストップで
サポート

＠oita.shoukei ＠oita.hikitsugi

2021年版 事業承継物語 2022年版 事業承継物語

バックナンバーは当センターホームページからダウンロードして
ご覧いただけます。
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